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アジア太平洋機械翻訳協会



電 子 コミュニケー シ ョン の 未 来

     「翻 訳 フェア ノ93」

◎ 日 時 平 成4年12月15日 ～17日

◎ 場 所 科 学 技 術 館(1F展 示会場)

        (東京都千代田区北の丸公園2番1号)

◆機械 翻訳 シス テム翻訳 ソフ ト展 示会 ・12月15日(火)～16日(水)

  出展社 ・沖電気、CSK、 シャープ、東芝、 日本 コ ンベ ンシ ョン、 日本電気 、 日本 デ

  ー タ機器 、 ノヴァ、バ ベル、 日立 、富士通、 ロゴヴィスタ各社商 品の出展

  (財)国 際情報化 協力 セ ンター 「多言語機械翻訳 シス テム」の デモ ンス トレーシ ョン

◆ シンポ ジウム1「 多 言語機械翻訳 シンポ ジウム」(12月15日10時30分 ～)

  6年 間 にわた る中国、 タイ、イ ン ドネシア、マ レーシア4ヵ 国 との共同研 究の成 果

  を実証評価 し、研 究 の現状 と今後 の普及啓 蒙策や問題点 を探 る。

◆ セ ミナー 「ユーザ のためのMT活 用 セ ミナー」 (12月16日10時 ～)

  機械翻訳 システ ムの導入 と活用 ノ ウハ ウ、活用事例 、ネ ッ トワーク による翻訳 の可

  能性 について、業界 の権威 が懇 切 に講演す る。 また翻訳 と著作権 問題 をと りあげ る。

◆ シ ンポジ ウム2「 電子 コミュニケーシ ョンの未来」 (12月17日10時 ～)

  増大す る翻訳 ニーズ と機械翻訳 の役割、言語環境 の変容 と対 応策 について講演 、

  また 日進月歩 の技術 に将来 の機械翻訳 システムが どう展 開されてい くか を討論 す る

◆懇親パ ーティ(12月16日 午後6時 ～)

  シ ンポジウム講師、出展 メーカ、翻訳関係 者 な どが一堂 に会 し、懇親 を深 める。

 参加料 ・シ ンポ1・5㎜ 円1セ ミナー17㎜ 円1シ ンポ2・8㎜ 円β日間通 し・28㎜ 円

  AAMT会 員 は半額 とな ります。パ ーテ ィ費 は一律5000円

◆主  催 アジア太平洋機械翻訳協会  (社)日 本翻訳協会
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塵 訳の現場から1 対応字句の発見

村田 聖明
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八 千代 国際 大 学 教授 。サ イマ ル ・イ ン ター ナ シ ョナル 常任 顧 問。 米 国 カー ル トン大 学 理 事 。

1941年 か ら7年 間米 国留 学 。 カー ル トン大 学 か らB.A.シ カ ゴ大 学 か らM. A.(い

ず れ も政 治 学 専 攻)の 学 位 を受 け る。 帰 国後 ジ ャパ ン タイ ムズ に入社 、 「国際 コ ミュ ニ ケー

シ ョ ン」 を実 践 。 そ の 間1957年 に、 日本新 聞協 会 か らボー ン賞受 賞 。i983年 常 務 取

締 役 と して ジ ャバ ン タイ ム ズ を退 職 。 著書 に は 「英 字新 聞 の 読 み方 」、「国 連 日訓 、「翻 訳 ハ

ン ドブ ック」 、 "AnEnemyAmong

 大 学 で担 当 してい る講座 は 「時 事英 語」 と 「国際

コ ミュニ ケー シ ョン」 で あ るが 、後 者 で は主 として

日本 語 と英 語 とい う二 つの 言語 に よる情 報伝 達

す な わち コ ミュ ニケー シ ョンー に関 す る諸問題 を

考 察 す る。

 異 言語民 族 間 の情報 伝達 とは、煎 じつ め る とA語

の字 句 を最 も適 切 なB語 の字句 に よって置 き換 え る

こ とであ る。す な わ ち、二 言語 の 「対 応 字句 の発 見」

なの だ。

 媒 体 が音 声 で も文字 で も変 りはない 。前者 の 場合 、

この過程 は 「通 訳」 と呼 ば れ、後者 では 「翻訳 」 と

呼 ば れ る。 言 う まで もな く、 これは国 際会 議 の通訳

者 や、 単行 本 の翻訳 出版 にお け る専 門家 の作 業 だけ

を指す の で はな い。 日本 人一般 が 、 日本 語 は分 か ら

ないが 英語 は分 かる とい う人 間 と通 信 を行 な う場合 、

これが あ て は まる。 こ ち らが発 信 す る時 は、 日本 語

の表 現 に対 応 す る英 語 表現 を発 見 して文 を構 築 す る。

逆 の場 合 は耳 または 目に入 る英文 に対 応 す る 日本 文

を作 っ て情 報 を受 け る。

 こ れ らを職業 的 に行 う人  通 訳 者 あ るい は翻 訳

者 一 が作 業 す る場所 が この シリー ズで い う 「現場 」

で あろ う。私 も ここに述 べ た よ うな言語 活動 にかか

わ る こ とが多 い のだ が、 私 は 「現 場」 を別 の所 に求

め る。 それ は た とえば ワー プ ロの あ る事 務所 や書 斎

で はな く、 頭脳 で あ る。

 言 うまで もな く、 音声 によ る二 ヶ国語 間通信 、す

なわ ち通訳 、 の場合 は、 上 に述 べ た 「対応 字句 探 し」

は瞬 間 に行 な われ なけ れ ばな らな い。反 面 、文 字媒

体 の場合 は翻訳 者 は、必 要 な だけ の時 間 を とる こ と

が 出来 る だろ う。 しか しこの作 業 も、能 率 的 であ る

ため には 出来 るだ け迅速 であ る こ とが望 ましい。

 そこで私 の 「現 場」 だ が、受 け る情 報 はすべ て、

音声 で も文 字 で も、頭 の 中で 「フ ロ ッピー ・デ ィス

ク」 に貯 蔵 され、 そ こで チ ェ ック を受 け る。 その 中

に私 が 英語 の対 応 語 を持 って い ない 日本 語が入 って

い れ ばベ ルが な る。 そ こで私 は その対応 語の探 索 を
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   始 め る。少 しの努 力 で見 つ か るこ ともあ れば、何 日

    も見 つ か らない こ ともあ る。

    二、 三 の実例 をあげ よう。先 日、あ る週刊雑 誌 で

   二人 の女性 評 論家 の対 談 を読 んでい る う ちに 「現 場

   で」 ベ ルが な った。「そ れ は片 腹痛 い とい うもの です」

    とい う表 現 だ。

     これ に対 応 す る英語 表現 を使 う必 要が この50年

   ほ どの 間、一 度 もなか っ たの だ。 和英 辞 典 を見 る と

    ridiculousやbe amused byな どが あ る。 「大辞林1

   に よれ ば 「身の ほ どを知 らな い相 手 の態 度が お か し

    くて た まらな い」 とい う意味 だか ら、正 しい文脈 に

   入 れれ ばamusedで も よい だろう。 あ るいは口 語的 に

    He makes me laugh.も 可 能 だ。いず れ に して も大切

   なの は文脈 で あ る。

    ベ ルが 鳴 るの は外 か らの情 報 に よる場合 だけ で は

   ない。八 月 の 下旬 の あ る 日、 た また ま鎌 倉駅 前 の二

   階 の喫茶 室 に30分 以上坐 っ てい た。 駅舎 の 上の 空 は

   す で に昼 間の 明 る さを失 って い る。 「今 日 もや が て

   暮 れ るの か」 と考 え てか ら大分経 って ま た外 を見 る。

    ところが あ ま り変化 はな い。 この時 、 「暮 れ なず む」

    とい う動詞 が脳裡 を過 った。 「これ を英 語 で はな ん

   い うの だ ろ う」 と考 え たが答 えが見 つ か らな い。大

    きな和 英辞 典 に もこの見 出 し語 はない 。 ピ ッタ リ と

   合 う英 語 の単 語 は存在 しない ので は ない か。 文学作

   品の翻 訳 な どで ど う して も必要 な らThe summer sky

    after sunset gets dark very slowly.と で も しな

    け れば な る まい 。

     い うまで もな く、 日英両 語 には単語 間 で交換 不 可

   能 な字句 もあ る。双 方 の文化 や生 活様 式 に根 づ くも

   のの 中 に これが多 い 。 英語 のbaby sitterは 一つ

    の例 。対 応 語が な いか らそ の ま ま 「ベ ー ビー ・シ ッ

    ター」 が導 入 され た。 日本語 の 「系列 」 もま た しか

    り。 最 近気 が つい たの で は 「併願(率)」 や 「単願 」

    が あ る。 これ もま さに 日本独 特 の概念 だか ら対応 語

    が 見つ か ら ない。
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}「MT・ ワール ド'92」 シンポジウム報 告1

「システム評価法」についてのパネルディスカッション

は じめ に

                 座 長

                 東 京 工 業 大 学

                 田 中 穂 積

 JAMTの 中で シス テ ム評価 に関 す る委 員会 が あ

りま した。 一年 間駆 け足 の ご と く過 ぎま したが、 そ

こで議 論 した 内容 を報告 します。 評価 法 は今後 機械

翻訳 シス テム に とっ て重 要 な問題 で すの で、 方向 づ

けを含 め てパ ネル の討論 に したい と思 い ます。 機械

翻訳 シス テム は非常 に複雑 な システ ムで単 純 にLS

Iの 素子 の レベ ル でス ピー ドが どれ ぐらい にな った

1桁2桁 上 が った とい う問題 で はな く、い ろ んなファ

ク ターが絡 み合 ってい ます か ら どう評価 した らい い

か、 はた と困 るわ けです 。具体 的 にい ろい ろな機械

翻訳 シス テムが 世 の中 に出 てい ます けれ ども、使 う

側 か らす れば、 ど うい う システ ムが 「ど うな んだ」

と気 にな る とこ ろであ る し、 システ ム を作 る側 か ら

も 「複雑 な難 しい文 」が 翻訳 可能 か とい う事が ある。

機械 翻訳 シス テ ムを使 う対 象領 域 、 あ るMTは この

分野 が得 意 で、 別 のMTは 別 の分 野が 得意 だ、 とい

う場 合 トー タ ル と して ど うい うふ うに判断 した らよ

い か。 そ れか ら、 まだ まだMTは 不 完 全 な もの で あ

る と私 は認識 してお ります けれ ど も、 これか ら もっ

と研 究努 力 を続 け てい かな くて はな らない 。人 間 か

らの助力 で不 完全 な点 を補 って い く時使 う側の イン

ター フェー ス シス テム を よ くす る、辞 書 を充実 して

い くとい う事 につい て使用 者側 に も若 干努 力 して戴

か な くて はな らない とい う側 面 もあ ります 。 この よ

うに機械 翻訳 シス テム は、い ろ んな技 術的/人 間的

な側 面が 絡 み合 っ てい ます。 そ こで、 まず初 め に牧

野先 生 と横 山 さんか らはJAMT委 員 会の 報告 、問

題定 義 を してい ただ き、池原 さんに はシス テ ム評価

の ための 翻訳例 文 につい て研 究 報告 、 シス テ ム開発

者の芦 崎 さんか ら辞書 運用 の 問題 につ い て、ユ ーザ

の側 か ら鳴海 さん と仁 井 さんは事例 評価 につい て、

そ して中村 先 生 は以前Mu一 プ ロジ ェク ト(京 都 大

学が 中心 にな って開発 され てい た)の 開発 者 と して

現在少 し離 れ た立 場 か ら現在 のMTに つい て論 じて

い ただ く事 に します 。 よろ し くお願 い します。

機械翻訳システム環境評価 について

パネリス ト

東邦大学

牧野 武則

 システ ム評価研 究 会 に は、2つ の グ ルー プが あ り

ます。機 械 翻訳 システ ムそ の もの(ハ ー ド、ソ フ ト)

に対 す る評価 と翻訳 環境 の評価 です 。

 翻訳 環境 の評価 で は、システムの運用 性 と最 終 ア ウ

トプ ッ トであ る版 下 を作 る まで の過程 で機 械 翻訳 シ

ステ ムが どの ように機 能 してい るか を対象 とし ます。

1.目 的:機 械 翻訳 システ ム を用 い た翻訳 過程 にお

 け る諸問題 を明 らか にす る。

 翻訳 過程 の電子 化 、効 率化

 翻訳 の品 質管理 、品質 改 善

 文書 処理 、管理 の一 環 と して評 価

2.予 備 調査

 機械 翻訳 システ ムの 開発会 社

 機 械 翻訳 のユ ーザ

   翻 訳会社/ソ フ トハ ウス/製 造 業

3.調 査結 果

機 械翻 訳 シス テ ムは 「翻訳者 を支援 す る」 と考 え

てい ま したが、現 実 は 、翻訳 者が 機械 翻訳 を使 って

い る わけで は あ りませ ん。機械 翻 訳 を使 う翻訳 者 を

新 た に育 成 してい るケ ースが 多 い よ うです。 ここで

は、 機械 翻訳 シス テム は翻訳工 学 、文 書工 学 を促 進

す る ツール とい う見 方 を したい と思 い ます。 また、

現実 に もそ うなっ てい ます。機 械 翻訳 シス テム の環

境評価 を翻訳 プ ロセス の効 率化 の点 か ら行 い ます。

以下 実際 にユーザ の 調査 を行 った調査 結果 を ま とめ

た もの です。

4.機 械 翻訳 導入 の動 機 と導入 後

 翻 訳 会社 で は機 械翻 訳 システ ム を導 入 す る動 機 は

翻訳 コス トの低減 を図 る こ とです 。 と りわ け、翻 訳

工程管 理 を計算 機 化 す る こ とで コス トは1/2以 下

にな っ てい ます 。

導入効 果 は大 量 ドキ ュメ ン ト翻訳 の迅 速化 です。分

野別ユーザ辞書強化によって大規模文書翻訳の効率
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化 を計 ってい ます 。

しか し思 わぬ 問題 が あ りま した。 最初 は、機 械 翻訳

の ポス トエ デ ィター あ るい は リラ イター と して翻訳

者 を考 えてい た。 しか し、翻訳 者 は実 際 に この作 業

は2～3ヵ 月 しか もた ない。 既存 の翻 訳者 はポス ト

エ デ ィッ トに不 向 きだ とい う こ とが明 らか にな って

い ます。 そ して 、 ポス トエ デ ィター を養成 しなけ れ

ば な らない とい う問題 に直面 してい ます。 ポス トエ

ディットをす る人達 は翻 訳者 にな い能力 と 目的 を持 っ

た人達 、 つ ま り短 時 間 に大 量 の文 書 を翻訳 してい く

機 械翻 訳技 術 者 で あ る と考 えた方 が よさそ うです 。

 ソ フ トハ ウスの場合 は輸入 ソ フ トの 日本 語化 に機

械 翻訳 シス テ ムを使 っ てい ます。特 に早 く翻訳 結果

を得 たい 事が 目的 で導 入 しま した。 しか し、 時 間は

早 くな っ たが リ ライ ト(外 注)の コス トが 増 大 した

ため 、 リ ライ トを行 う専任 者 を育 成 して対 処 す る必

要 性 を認 め てい ます。

思 わぬ効 果 もあ っ た。LANを 用 い て、社 内技 術 者

が 日常 の作 業 にMTの 利用 を し、 効果 を上 げて い る。

 製 造 業(交 換機 輸 出 メー カ)の 場合 は、交 換機 の

特 徴 はカス タマ ー の要 求 に応 じて新 しい機 能 を追 加

しな くて はな らな いの で、 同 じ装 置 な の に同 じ機 能

の もの が どれ一 つ と して ない。 そ こで製 品 の管理 と

翻訳 した文 書(マ ニ ュ アル)の 管 理 を統合 して お く

必 要が あ ります 。MTの 導入 はそ うした文 書処理 あ

るい は文書管 理 の機 械化 を促 進 し ます 。 それ と実際

の 製 品の動 きを 同期 す るこ とを計 っ てい ます。 文書

管 理 と機 械 翻訳 の 統合 を行 うこ とに よ って、多機 能

製品のドキュメント管理の電子化 と機械翻訳の利用

を推進 してい ます 。将 来 はマ ニ ュア ルの特 性 に応 じ

た機械 翻訳 の カス タマ イズ を考 えて い ます 。

5.機 械翻 訳 を用 い た翻訳 過程

 一般 に機 械 翻訳 シス テム を用 い た翻 訳 の プ ロセ ス

で は、図 の ように、機 械 翻訳 の前 処理 、後 処理 が行

わ れて い ます 。 どち らに力 を入 れ るか は各 機 関 の運

用 の や り方 に依存 して い ます が 、 それ ぞれ の所 要 時

間 は図 に示す程 度 で す。

〈翻訳会社 の例 〉英 日翻訳 システ ム

入力

OCR

FD

所要時間

一y

プ リエ デ ィ ッ ト

入力修 正

文分 割

5～20時 間

→

機械翻訳

辞書入力

5時 間

y

・冒,冒→
ポス トエ デ ィ ッ ト

出力 の修 正

10～20時 間

→
リ ライ ト

ネイ テ ィブ に

よ る書 き直 し

(A4100page)

 ユー ザ辞 書の作 成 は 、ス ペル チ ェ ックを行 っ たあ

と行 う場 合 と、 ポ ス トエデ ィッ トの段 階 で行 う場合

が あ ります 。 どち らが効 率 的か は運用 方法 に依 存 し

てい ます 。

〈ユーザ辞書入力の時点〉

スペ ル チ ェ ック

辞 書入 力

分 野別 辞 書

一固 一一 ・・

「辞萄作晟一]

L二 括壁魅 列

6.機 械 翻訳 の チ ュー ンナ ップ

 機 械 翻訳 シス テム は当然 限界 が あ ります。 また手

を加 えれ ば加 え るほ ど良 くな る とい う困 った性 質 を

もってい ます 。 そ こで どの よ うに チ ュー ンナ ッ プを

す るか、 ユーザ の努 力 を調査 しま した。勿 論 、機 械

翻訳 でユ ーザが チェーンナ ップで きる とこ ろはユ ーザ

辞書 が 中心 です 。

 1)50%の ユーザ は 「あ るが ま まに利用 」

 機械 翻訳 シス テ ムを その ま ま利用 して、 運用

 体 勢 の整 備 を考 え てい る。

2)ユ ーザ辞 書 の整備

 分 野別/ユ ーザ 別 ユーザ 辞書 の整 備:

 特 定化 す れ ば品質 は向上 す るが 、 しか し作 成

 管 理 が大 変で あ る。

 各 機 関(翻 訳 会社 等)で 独 自に整備 してお り、

 その 規模 は数 百 か ら数千 語。

 ユーザ 辞 書の 共有化 の必要性:

 辞書 は差 別化 の財 産 で あ るか ら公 開 で きない。

  しか し機 械 翻訳 の普 及 に は必須 であ る こ とは

 認識 され てい る。

 3)イ デ ィオム 、言 い回 し

 ポス トエ デ ィッ トの段 階で規 則 的 に現 れ て くる

 もの に対 して、 プ ログ ラム化 して対応 してい る。

7.ユ ーザ の要 望

 1)ユ ーザ イ ン タフ ェース 、編 集機 能 の強化

3
AAMTジ セ ナル

1992.11 No.1



2)文 書構 造(タ グの処理 など)の サ ボー ト

 例 え ば、SGML (Standard Generalized

Markup Language)で の文書構 造 の 言語 間変換 。

3)翻 訳 者支援 機 能 の強化

 例 文 デー タベー ス の公 開、解析 の曖昧 さの 表示 。

 機械 翻 訳 シス テ ムが翻訳 時 に使 用 した支援機 能

 の 明示。 ユ ーザ辞 書 内用語 の表 示 な ど。

8.機 械 翻訳 シス テ ム環境評 価 の指針

 英 日機械 翻訳 シス テ ムは コス トの点 で も実用 の レ

ベ ル にあ ります。一 方B英 翻 訳 は利用 の場 が 限定 さ

れて い るが 、実 用化 は近 い と思 わ れ ます 。機械 翻訳

の利 用 を さらに促 進 す るため には、次 の ような事項

につ い て検討 が急 が れ ます。

1)テ ク ニカ ル ライテ ィ ングの視 点 か ら、

 読 み やす い文書 の作 成 と機械 翻訳 の 関係

 制 限 言語/分 野別 文 章ス タイ ル

 文 書構 造 の標 準化 と機械 翻訳

 論 理構 造 間翻訳 、変 換

2)快 適 な機械 翻訳 環境

 ユ ーザ イ ン タフ ェー スの 快適 さ

 ユ ーザ の ノ ウハ ウの 蓄積利 用

 カス タマ イ ズの方法

 辞書 作成 の苦 労 か ら解 放 す る

3)翻 訳 技 術の確 立

機械 翻訳 に伴 う プ リ/ポ ス トエ デ ィテ ィン グ

 技術 の 育成 の ため、翻 訳 狡術者?の 育成 が必 要 。

       ☆  ☆  ☆

システム評価法

      自然言語処理の観点から

            パ不リスト

            電子技術総合研究所

            横山 晶一

シス テム評価 研 究会 言語評価WG

目的:自 然 言語処 理 の観点 か ら機械 翻訳 シス テ ムの

   評価 法 を考 え る。

1.目 的

機 械 翻訳 の客観 的 な評価 法 の確 立

評価 の基礎 とな る 自然 言語 の構 文、 意味 な どが 、 ま

んべ んな くカバー で きるよ うな例 文 コーパ スの作成

法 の検 討

言語学 者 な どを随時 委 員 に加 えた り、呼 ん で話 を聞

い た りす る。

2.有 識 者 か らの ヒア リ ング

第1回 池原 悟氏(NTT)

  日英機械翻訳機能試験項目の体系化

第2回 水谷 静夫氏(東 女大名誉教授、IBS)

  意味を支える文法論をこそ

第3回 坂本 義行氏(ETL)

  Muシ ステムでの評価を中心に

第4回 石綿 敏雄氏(茨 城大)

  言語の対照研究

3.文 の分類と例文コーパスの作成

AAMTジ ャーナル
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1)構 文 型 に よる文 の分類

2)文 の意味 的 な分 類

3)扱 う文の範 囲

 非 文 、非科 学的 技術 文献 、非 マ ニ ュ アル文、

 比喩 的 な文

4)coverageを 考慮 に入 れた例 文 コー パス の作成

5)文 の 出現頻 度 ・確 率 な どの検 討

4.語 彙 分類

名 詞の細 分類 の必要 性

 構 文 的 な細 分類 ～す る、 ～ な、 ～ さ

 意味 的な細 分類

 例)意 外 な結果 (形容 詞 的修 飾)

  結果 の 意外(さ) (名詞 と して も使 え る)

5.文 の評価

入力 の約5%は 、(日本 語 として)誤 っ た文が あ る。

1)構 文 的 な誤 り

2)意 味 的 な誤 り

3)文 脈 的 な誤 り

6.言 語 の比較 対 照

対 照 言語 学(Contrastive Linguistics)

二つ 、 あ るい は二 つ 以上 の言 語 につ いて 、音 、語

彙、 文 な どの 言語体 系 、 さらに言 語行 動 の さ まざ

まな部分 をつ きあわ せ てそ れ らの対 応 の有 無 を調

べ る言語研 究 の一分 野 。

7.例:動 詞の対 照

Isaw some people in the garden.

庭 に数 人 の人が 見 え た。

see:N[human], N[concrete], PP[location]

見 え る:N【concrete】が、 N[location】に

結合 価 の違 い

8.結 論

1)例 文 コーパ ス作成 基 準の 追 求

2)言 語 学 的成 果の 取 り入 れ

3)自 然 言語処 理の 問題 点 の洗 い出 し と



解決法の検討

☆  ☆  ☆

何 を評価するか

      一研究開発の立場から一

           パネリスト

           日本電信電話(株)

           池原 悟

1.翻 訳の品質 翻訳速度 使いやすさ

→どうすれば品質のよいシステムができるか

1)訳 文品質の評価

正確性(文 法と意味の正しさ)

     …  内容は正しいか

理解容易性(明 瞭性 と簡潔性)

     … 分かるか、通じるか

適切性(発 想の違い)

     … 英語らしいか

2)原 文の特性

形式的な特徴 …  文当たりの単語数、文節数、

         述部数

表現上の特徴 …  複合名詞、複合用言、接続、

         慣用句、特殊構文、省略

         などの種類 と使用頻度

 内容上の特徴 …  必要な知識(言 語知識、

         一般常識、専門知識)

         文脈(文 間)依 存性

3)技 術部品の品質

 フェーズ構成部品 …  形態素解析、構文解析、

           意味解析、変換、生成

表現タイプ別翻訳部品 …  名詞句翻訳、

             複合翻訳、

             副詞句/節 翻訳など

4)原 文特性、技術部品、訳文品質の関係

  訳文品質=F(原 文特性、技術部品)

2.品 質評価試験項目の抽出の視点

1)原 言語(日 本語)の 表現の分類

2)原 言語(日 本語)と 目的言語(英 語)の 違い

3.原 言語(日 本語)の 表現の分類

1)人 の言語能力の発達段階に応 じた分類

  小学校、中学校、高校等で扱われる表現のレ

  ベルで分類。

2)英 語教育の段階に応じた分類

  中学校、高校、大学で教えられる英語表現に
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  対応する日本文の表現で分類。

3)文 書種類別による分類

  マニュアル、論文、新聞記事などの種類別に

  分類。

4)記 述内容に応じた分類

  機械、冤気、化学、市況情報、スポーッなど

  の分野による分類。

5)日 本語表現を現象面で捉えた分類

  時制表現、様相表現、数量表現、比較表現等、

  日本文の構文や表現のタイプによる分類。

6)翻 訳知識からみた分類

  言語知識、一般知識、文脈情報などの必要性、

  一文完結性。

4.日 本語表現の階層的構成

レベル5日 本語文章構造体系  文章論

レベル4日 本文体系    文種別構成

レベル3日 本語表現体系  文要素構成

レベル2日 本語表現要素体系 表現要素構成

レベル1日 本語品詞体系  単語構成

5.日 英言語の違い

1)単 語表記と語義の違い

 ・表記上の揺らぎとその吸収能力

 …  記述文の場合

 ・単語の持つ意味概念の違いと訳語の選択能力

2)主 体的表現の扱い方

  態、様相、疑問、命令など

3)膠 着言語と屈折言語の違い

4)発 想の違いと文型の問題

 ・発想の差異 …  状況論理性と実態論理性

 ・文型の発達

5)対 象認識と描写法の違い

 ・対象描写法の違い

 … 主語、代名詞、語法、時制の認識

 ・冠詞の認識

6.日 英機械翻訳における機能試験項目

表記の揺らぎ

語義の訳し分け

主体的表現の訳し方

述部の訳し方

複合語に着目した翻訳機能

修飾構造表現の翻訳機能

慣用構造表現の訳 し方「特殊構造、順序構造」

文接続表現の訳し方

並列構文の訳し方

AAMTジt一 ナル
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機械 翻訳 シス テムの評価法

     パネリス ト

      日本科学技術情報センター

     芦崎 達雄

1.JICSTの 機 械 翻訳 シス テ ムの運用

1982～1986Muシ ス テム

1986～1991Muの 研 究成 果 を引継 ぎ開発 、 運用

1990の 夏 よ り英 文 デー タベー スの翻 訳 運用 開始

2.翻 訳辞 書、 シス テム規模

1)日 本 語側 名 詞:34万+18万 語(医 学用 語)

動 詞:1万4千 語、形容 詞 と形容動 詞:7千 語

2)英 語側 名詞:41万 語(科 学 技術 と医 学)

動 詞:5千 語、形容 詞:7千 語

3)文 法規 則 2500ル ー ル

3.後 編 集者 の負担 軽 減 の ため に専 門用 語 の充実

構 文的 に は間違 っ た結 果 で も英 語 の翻訳 文 を出力

形態 素解析 の 充実 強化

4.英 文 デー タベ ース

22万 件 の 日本 語論 文 を対 象

MT使 用 タイ トル7万 件、抄録2万 件

オ リジ ナル 学 術雑 誌 の英 文 タイ トル6万 件 、

   抄録7万 件 を利用

JICST-Eフ ァイル は約130万 件 蓄積

STN-Intを 通 じて利 用可 能

5.評 価

開発 時 に は さま ざまな観点 よ り評価

サ ン プル文 を他 社 シス テム と比 較

動詞 辞書 評価1万 件 の動 詞 につ いて例 文 を抽 出

して評価 す る

後 編 集 リス トの分析

6.前 編 集 、機 械 翻訳 実行 、後 編集

後編 集 リス ト(赤 入 れ原稿 → 青一 黒)

を翻 訳会社 、JICSTで 行 う

7.後 編集 結果 の分 析

翻訳 会社 5000抄 録 の 日本 文 を分析

8.翻 訳不 備文 の分 析

1)翻 訳 辞書 の未 登録 語

AAMTジ セ ナル
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 語分 割結 果 が悪 い→ 辞書 デー タの作成

 2)翻 訳 辞書 の誤 訳

 名 詞辞 書→代 表 訳語 の修 正

 動 詞等 の用 語等 一訳 仕分 け 条件 の見 直 し

 3)言 語 現象 の対応 が取 れ てい ない

 並列 の範 囲 、係 り受 け

 原文 が 曖昧 、間違 い

 未対 応

 イデ ィオ ム表 現

9.翻 訳 辞書 の作成 と修 正

異 表記 語(ひ らが な、 カ タカナ 、漢 字、 長音 、

 促音 、 送 り仮 名)

 が ん、 ガ ン、癌 ソフ トウエ(エ)ア ー、

 溶(熔)鉱 炉 、バ(ヴ ァ)イ オ リ ン

英 訳 語の修 正、代 表 訳語 の入 れ換 え、英 語 の生成

 辞書 を作 る際 に 日本 語側 で間違 って しまっ たス

 ペル ミス

10.ソ フ トウエ アの改 良

形態 素解 析

接続 テー ブルの 見直 し

語尾 辞 数(見 る、切 るは語幹 か ら活 用す る)

辞 書登録 よ り削 除語

た こ、 と石 、能(バ ック トラ ック処 理)

例)～ した この システ ム 石 油 と石 炭

11.文 法 の改 良

係 り受 けの対応

辞 書 デー タの修 正要 求

意味 マー カ、見 出 し語登 録(並 列処 理等)

12.動 詞 辞書 評価

動 詞 を活用 させ て展 開(約1万 語 の動 詞)

重複 削 除→ 終止 形、 連体 形

文 献速 報(22万 件)と マ ッチ ング

100万 文例 と照合

1動 詞 あ た り10文 例抽 出

活 用 形が 異 な る一未 来 形 、連用 形 、終止 形

連体 修飾 は避 け る

同一 文体 は避 け る

  1

 1万 文例 抽 出

  1

 翻訳 実行

  1

 翻訳 文評価

  1



  !

 翻訳 辞 書修 正

 格 パ ター ン

 名 詞辞 書 登 録 、 意味 マー カ修 正

13.評 価 につ い ての 問題点

 1)入 力 文の 日本 語 が お か しい

 誤字 、脱 字

 長文 で係 り受 け が複 雑 で 一読 して も理解 で きな

 い、専 門用 語 が多 くて理解 で きない

 2)翻 訳 者 の語彙 知 識

 専 門用語 が分 か らない

 前編 集 ミス 連体 修 飾 の所 で文 を切 断

 3)分 野 に よる用 語 の訳 仕分 け

 高圧**装 置の 場合

 圧 力が 高 いhigh-pressure

 電圧 が 高 いhigh-voltage

 辞書 エ ン トリー でカバ ーす る

        ☆  ☆  ☆

ユーザが評価する

        MTシ ステム

              パネリスト

             (株)十 印

              鳴海 武史

1.ユ ーザ辞 書 が簡 単 な方法 で構 築 で き る

 未 知 語 が一度 に登 録 で きる

2.ユ ーザ辞 書 に登録 され てい る語 が、訳 文 中 で認

 識 で きる

3.文 法 記述 言語 が ユ ーザ に開放 され てい る

4.ユ ーザ 文法 が 構築 で きる

5.翻 訳対 象 文書 の 語彙 頻度 が わか る

6.様 々 なDTPと 連 携 で きる

        ☆  ☆  ☆

評価法を作るための問題点

        2年 間の使用経験から

             パネリスト

             凸版印刷(株)
             仁井 正治

1.利 用分 野 に つい て

MTは 文 法的 に正 しく簡 潔明 瞭 な文 章の翻 訳 を

得 意 とす る。

 一 どの分 野 の翻 訳 を行 うか を明確 に す る。

2.翻 訳者 の立 場 か ら

① 超 一流 の翻 訳者 といえども、24時 間翻訳 で きる

 訳 で はな い し、 長時 間集 中力 を維 持 で きる訳 で

 もな い。下 訳が あ れば 、作 業 が楽 で疲 れが 少 な

いの で 、集 中で きる時 間が長 くなる。

→ 下訳 と して使 いやす い か?

② 翻 訳 を行 うの は人 間で あ り、MTは 道 具 で あ る。

 一 道 具 と して使 いや すい か?

 → プ リエ デ ィッ ト、 ポス トエ デ ィ ッ トの作 業量

 は少 ない か?

③.人 手 だ け に よる翻 訳 で も、 ブ ラッシ ュァ ッ プ、

 リライ トあ り。MTで リ ライ ト、 ブ ラ ッシュ ア

 ップが有 るの は 当た り前。

 → ブ ラッ シュア ップ、 リ ライ トが や り易 い か?

④ 翻 訳 は、 ドキ ュメ ン ト処理 の流 れ の中 の一 つの

 業務 。

 →原 稿入 力 手段 は?

 → 翻訳結 果 の編 集 は?

 →翻 訳結 果 の 出力 は?

 →DTPと の関 連 は?

⑤.導 入 してす ぐに使 え る訳 で はない。

 →辞 書 整理 が簡 単 か?

 → オ ペ レー シ ョンをす ぐ覚 え られ るか?

       ☆  ☆  ☆

個 人ユ ーザ としての評価 法

     パネリス ト

     九州工業大学 情報工学部

     中村 順一

曾 てMTの 開発 研究(Muプ ロジ ェク ト)に 参 加

してい た。現 在 はMTの 理論 的高 度化 の ため に、 よ

り自然 な文章 の生成 、World Knowledgeの 利 用,比

喩理 解 の研 究 を してい る。合 わせ て、学 内 コン ピュー

タ ・ネ ッ トワー ク を経 由 したMTの 利 用 も推進 して

い る。

1.学 内LANに よるMTの 利用

1)慶 応 大学藤 沢(冨 田先 生)の 場合

 冨 田先生 の 講義 の一 環 と して沖 電気 のPENSEEを

 使 ってい る。

 「フ ァミコ ン感 覚」:学 生 は、 どの よ うに文 を

 書 き直 せ ば うま く訳 せ るか 自分 で発 見 してい る。

例)田 川行 きの バス に乗 って、 飯塚 バス セ ン ター
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で 降 り て 下 さ い 。

Take a bus for the rice field river, and

please fall in a meal mound bus center.

田 川 、 飯 塚 をTarawa、Iizukaに 、

降 り て を 下 車 し て に 、 一 文 を二 文 に 分 割 す る 。

-Tagawa行 き の バ ス に乗 っ て 下 さい
。

 Iizukaバ ス セ ン タ ー で 下 車 し て下 さ い 。

Please take a bus for Tagawa

Please get off in Iizuka bus center.

2)九 工 大 ・情 報 工 学 部 の 場 合

希 望 者 に 自 由 に利 用 して も ら う(試 験 運 用 中)

教 員 →MTの こ と を 知 ら な い わ け で は な い

学 生 →NL(自 然 言 語)関 係 の 講 義 受 講 者 が 多 い 。

最 初 の 利 用 者 の 感 想:(MTの"実 力"を 知 っ

て い る の で)そ れ ほ ど評 価 は低 く な い 。

第 一 段 階 で は 、 訳 の 質 よ り も使 い 勝 手 で あ る 。

①.e・mail利 用 に よ り、 気 楽 に 活 用 して い る

②.句 読 点 、全 角 半 角 の 区 別 な ど が使 い に くい

③.少 し く らい の ス ペ ル ミス は修 正 して ほ しい

④.個 人 辞 書 を簡 単 に 選 択 で き れ ば 使 い や す い

英日のニーズ(特 に学生)

 英語のマニュアル、論文の翻訳→辞書引きだ

 けでも嬉 しい。

 日英のニーズ

 英語に訳されることを前提で文を書けば使え

 ないこともない

 電子掲示板での利用、特に留学生を対象

2.個 人利用の場合の評価法

まずは使い勝手が重要

実行が容易(統 合的利用、実行速度)

DTPと の変換

文章の書式の認識力

スペルミスの修正能力

辞書の選択、単語登録の容易 さ

文体の選択

訳の質

(シ ャー プ(株)情 報 シス テム研 究所 信 田 恵壱)

ト

ツ

ピ ◆ ・MI来 年・月京都で離 ・…・
   第5回TMI国 際会 議(Theoretical

クan・M・ 血ω ・1・9・cal lssue)は 平成 ・
   年7月14～16日 の3日 間京都 で 開催 され

る。メイ ンテー マ は1次 世代 の機械 翻 訳」で あ り、自然 言

語処 理、次 世代機 械翻 訳 アー キテ クチ ャ、多 言語機械 翻

訳 シス テ ム、機 械翻 訳 の ため の大規 模 知識 ペ ース の構

築 な どが議 題。今 年のTMIは カナ ダの モ ン トリオール

で6月25～27日 に 開催,詳 細 はIAMTニ ューズ レターNo

3に 紹介 され てい る。

◆ 志 木 サ テ ライ トオ フィス にMT設 置 ……

志木 サ テ ライ トオ フ ィス(志 木 市館2-5-2)は 異 業種6社

で88年 に設 立 されたが、昨年 よ り株 式会社 と してビジ ネ

スサ ポ ー ト業務 な どの事 業 を実施 中 であ る。

こ こに は機 械 翻 訳 シス テ ム も設 置 され てお り、これか

らはマニ ュアル、ドキ ュメ ン ト作成 事業 も強化 してい き

たい と活 用 を望 ん でい る。

ご関心 の あ る方 は 同社 企 画営 業部(皿0484-76-4600)へ

お問 い合 わせ くだ さい。

◆ ATR自 動 翻訳 電話 成果 発表 会 ……

ATR自 動 翻 訳電 話研 究所 は昭和60年 度 に設立 、今 年

度 で7年 間 の研 究 開発 を終 了す るが 、 その研 究成 果 報

告 会 を基 盤技術 研 究促 進 セ ン ターや 出資 者 な どを招 い

て東京 で は12月14日 に経 団連 会館 で 開催 す る

当 日は当協 会 の長尾 会 長 も講 演 され るこ とにな って い

るが、報告 会 が中心 で現 物 の展 示 は行 わ れな い。

◆ ソフ トプ ロダク ツ ・フェ ア……

カ テナ(株)は92年11月18～19日 の2日 間、東 京新橋

のNSKビ ル(港 区東 新橋2-5-2) 9階 ホール で 「ソフ

フ トプロ ダク ツ フェア」 を開催 す る。 出品 物 として は

(AMBASSADORバ イ リン ガル レター作成 ソフ ト、Logo

Vista E to J英 日翻訳 支 援 シス テ ム」な どが 出展 され る。

◆ 海外 会員 の募 集 ……

当協 会で は6月 の総 会 で アジ ア太 平洋機 械 翻訳 協会 と

改 名 し、 アジア の人 々 と連携 して機械 翻 訳 シ ステ ムの

普 及啓 蒙 に努 め てい くこ とに し、現在 海外 会 員 の募 集

を行 って お ります 。会 員 の皆様 の知 人、 友 人 で入会 を

希 望 され る かた をご紹介 くだ さい。
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研究機関紹介
㈱CSK技 術開発本部言語情報研究部

当部 は機 械翻訳 を初 め とす る 自然 言語処 理 におけ

る要素技 術 の研 究 を担 当す る基礎 研 究 部門 で あ る。

当社 で は、 日本 経 済新 聞社 と共 同開発 した 日英 証

券情 報 翻訳 シス テ ムを利 用 して 日経 朝 夕刊 の証券 記

事 を翻訳 し、毎 日40力 国 へ 配信 してい る。又 、 こ

の シス テ ム を汎 用 シス テ ム と して発展 させ たARG

Oと 呼 ば れ る 日英 翻訳 シス テ ム を製 品化 してい る。

当研 究部 にお い て は、 このARGOシ ス テ ムの次

の 世代 のMTシ ス テ ム に利用 され るべ き自然 言 語解

析 技 術 の 開発 を 目指 して研 究 を進 めて い る。現在 、

特 に重点 をお い て研 究 を行 な って い るテー マ は、構

文 ・意味 解析 の高精 度化 であ る。 これ は、 与 え られ

た文 の解 釈 が きち ん と出来 な けれ ば、 い か にそれ以

降 の処理 が優 れ てい て も、 ま ともな翻訳 は得 られ な

い こ と、又 、構 文 ・意 味解析 の技 術水 準 が 一般 に著

しく低 い こ と等 の理 由 に よ る。

文 の 意味 を解釈 す る とい うこ とが 、 どの様 な こ と

であ るの か、 とい うこ とは、残 念 なが ら現在 の人工

知 能の研 究 で は全 く明 らかに され てい ない 。人 間 は、

何 らかの世 界 モ デル を頭の 中 に も ってい て、与 え ら

れ た語 や句 、節 、 文の 意味 をその 世界 モ デル上 に位

置付 けなが ら、現象 を再現 し、現象 と現 象 の関 わ り

合 い を認識 しつつ 、意 味解釈 を進 め てい る と考 え ら

れ る。 しか し、 この世 界 モデ ルが どの様 な形式 ・構

造 を もち、 どの様 に記 述 され るべ きで あ るか 、 とい

うこ とに関 して は、 まだ何 もわか ってい ない。 現在、

極 く限定 された範 囲 で単純 な 世界 モ デル を記号 的 に

構成 しよ う とす る試 みが幾 つ か な され てい るが、 い

ず れ も、任 意 の係 り受 け構 造 を意 味内 容 に従 っ て正

し く世 界 モ デル上 に写 像 す る とい う能 力 に関 しては、

極 め て限界 が 低 い。現 在 、我 々 は、 同義表 現 の意味

的同等 性 を正 しく表現 す る能 力、 視覚 一言語 の接続

を可 能 にす る能力 、 言語獲 得 の可 能性 等 に重 点 を置

き、精 密 な意 味構 造表 現 の 開発 を進 め る と共 に、 記

号 に意味 の裏付 け を与 え る もの は何 か、任 意 の形態

をもつ係 り受 け構 造 を単 一の アル ゴ リズム で意味 内

容 に即 して写 像 を可 能 にす る様 な世界 モデ ル とは、

どの様 な ものか 、等 の観 点 か ら、 イメ ージ 的世界 モ

デル の検 討 を進 め てい る。

れ と並行 して、現在 利 用可 能 な技術 水準 の枠 内 で、

構 文 ・意味 解析 精 度 を向 上 させ る手法 につ い ての検

討 を行 な っ てい る。

1.大 域 的構 文 ・意味 解析 技術

2.大 規模 言語 デー タか らの言語 の規則 性 の抽 出

3.辞 書 意味 デ ー タの 自動 抽 出技 術

構 文 ・意味 解析 を初 め とす る従 来 の 自然 言語 処 理技

術 の 困難 は、 制御 を担 当 す るブ ロ ックが デー タに対

して極 め て限 定 され た視野 しか もち得 ない こ とに依

る ものが少 な くない。 例 えば 、構 文 ・意味解析 にお

いて 、係 り先 候 補 が複 数存在 す る時 に語 の係 りを正

し く決 定 しよ う とす る場合 な どが、 そ の典型 で あ る。

この 場合 、着 目 してい る語の周 辺 に広 い視 野 を もつ

こ とが不 可欠 とな る。 我 々は 、 この様 な視 野 の拡 大

を可 能 にす る よう な解析 制御 方 式 の検 討 を進 め てお

り、又 、 そ れ と併 せ て大域 的 な係 り受 け解 析 手法 を

開発 し、実験 を進 め てい る。

自然 言語 処理 の 高精度 化 を阻む大 きな要 因 は、 言

語 表現 の 無限 とも言 え る多様 性 で あ る。 そ の多様 性

の中 に、我 々 が まだ気付 かな い言語 の規則 性 が 数多

く潜 んで い る と思 われ る。 その規則 性 を抽 出す るこ

とで 、意味 解析 技 術 の発展 に頼 らず に、言語 解析 を

一 段 高精度化 出来 る余 地 が残 され てい る
、 と考 え ら

れ る。 この様 な観 点 か ら、文 の係 り受 けデ ー タの大

量 蓄積 と、 それ を利用 した、多 品詞 選択 、係 り先判

定 な どに関す る規 則性 抽 出の検 討 を行 な ってい る。

上 述 の大 域解析 は、 その応 用例 で あ る。

一方
、次 世代 の 言語 解析 技術 と して、 文脈解析 が

大 きな テー マ とな るが、 現在 の 自然 言語 処理 にお け

る意 味処 理技 術 で は、語 、句 、節 、文 の意味 を認識

す る こ とは出来 な い。 そ こで 、当研 究 部で は、 文 の

主題 を抽 出 し、 そ れに よって文の 意味 を近似 的 に代

表 させ る手法 を検 討 してい る。文 の主題 推 移 を認識

す る こ とに よって 、文 中の省 略要 素の 推定 や 、多義

選択 、係 り先 判定 等 を支援す る技術 の 開発 を目指 し

てい る。 又 、近 い 将来 、 自然 言語 によ るコ ン ピュー

タ との コ ミュニケ ー シ ョンが 重要 な位 置 を 占め る よ

うに な る と考 え られ る。 この為、 人 とコ ンピ ュー タ

との柔 軟 な会 話 を実現 す る為 の技 術 を模 索 してい る。

も ちろ ん、 この様 な基礎 的な研 究 は、 直 ちに成果

が得 られ る とい う類 の もの で はな い。 当部 で は、 こ

(部長 高木 朗)

9
AAMTジ ャーナル

1992.11 No.1



醸簾 繍 纐
第5回 意味解析技術(2)

 前 回 は、 意味解 析 の処理 の概 要 と、解析 結 果 で あ

る意味 構 造 につ いて説 明 しま した。今 回は 、意味 解

析 に用 い る知識 と、 その知識 を用 いた具体 的な処 理

手順 に関 して説明 したい と思 い ます 。

Q 意味解析にはどのような知識を用いるのですか?

A 意味解析では、文を構成する各単語の辞書項目

  に記述された知識を用います。各辞書項目には、

  その単語と意味的に関係 しうる単語に関する知

  識が格フレームの形式で記述されていることが

  多いようです。

Q 格 フ レー ム とは ど うい うもの です か?

A 主に動 詞 に対 して、 その動 詞が どの よ うな意 味

  的な 関係 を文 中の他 の名 詞 に と りうるか とい う

  こ と、 その意味 的 な関係 を と りうる名 詞が どの

  ような意味 で なけ れば な らない か とい うこ と、

  そ してそ の意味 的 な関係 が どの ような文法 的 な

  関係 と対応 してい るか とい うこ とを まとめ て記

  述 した ものです 。前 回 説明 しま した ように動詞

  と名詞 間 の意味 的 な関係 を深層 格 といい、 文法

  的な 関係 を表層 格 とい い ます 。 また、深層 格 に

  入 り うる名 詞 を フィ ラー と よぶ こ とが あ ります。

  以 下 に格 フ レー ムの一例 を示 し ます。

(食べる

 (が 動物 動作主)

 (を 食べ物 対象)

)

格 フ レー ムは、各 格 に対応 す るス ロ ッ トとよば

れ るものの集 合 で す。各 ス ロ ッ トには、深層 格

(第3要 素)と 、 その格 の フィラー に関 す る選択制

限(第2要 素)と 、対 応 す る表層 格(第1要 素)

の3つ 組 が 記述 されて い ます 。 日本 語 の場合 、

表層 格 は助 詞が 表現 し ます。 フ ィラー に関 す る

選択 制 限 には、 そ の格 に入 りうる名詞 が どの よ

うな意 味素性 を もって い る必 要が あるか とい う

こ とを記述 し ます。 上 の格 フ レー ムは、 「が」

格 の名詞 が動 物 で あ るな ら、 「食 べ る」 の 「動

作 主」格 に入 りうる(「 食べ る」 の動 作 主 にな

りうる)と い った こ とを意味 してい ます 。

Q 意味素性とは何ですか?

A 各 単語 が どの ような意味 的性 質 を もっ てい るか

  とい う ことを表 した もので、 あ らか じめ その 単

  語 の辞 書項 目中に記 述 され てい ます 。 た とえば,

  「りんご」 は 「果 物」 ですの で、 「果 物」 とい

  う意味 素性 が辞書 項 目中 に記 述 され ます 。意 味

  素性 と して単 語 の意 味 であ る概念 を記述 す る こ

  とが よ くあ り ます。概 念 は、 上位/下 位 関係 で

  階層 的 に分類 され、概 念 階層(シ ソー ラス と も

  い い ます)を 構成 して い ます の で、 この 場合 意

  味 素性 同士が 階層 関係 を してい る こ とにな りま

  す 。

Q これらの知識を用いて、具体的にどのように意

  味解析は行われるのですか?

A 文 「花子 が リンゴ を食 べ る」 を解析 す る場 合 を

  考 え ま しょ う。構 文解 析 の結 果 と して、 「が」

  格 の名詞 が 「花子 」 で あ り、 「を」格 の名 詞 が

  「リン ゴ」 で ある とい うこ とが わか って い る こ

  とに し まし ょう。 文 中の 動詞 が 「食べ る」 で あ

  る ことか ら、上 に示 した 「食 べ る」 の格 フ レー

  ムを用 い て意 味解 析 を行 ない ます 。 文中 の各 表

  層 格 の名 詞が 格 フ レー ム中の対 応 す るス ロッ ト

  の選択 制 限 を満 た してい るか どうか を調 べ ます 。

  フ ィラー に関す る選択 制 限 を名詞 が満 た してい

  るか ど うか を調べ る際 には、 シソ ーラス を用 い

  た推 論 を行 い ます 。 た とえば 、上 の場合 「を」

  格 の フ ィラー は 「リ ンゴ」 で す。 したが っ て、シ

  ソー ラス を用 い て 「リン ゴ」 の上位 概念 に 「食

  べ物 」が あ るか ど うか を調べ 、 あ るな ら選択 制

  限 を満 た してい る と判 断 します。 「リン ゴ」 は

  「食 べ物 」 です し、 また 「花子 」 は上位 概 念 を

AAMTジ,一 一ナル

1992.11  No.1

10



)

た どってい く と 「動物 」 に た ど りつ きますか ら、

それ ぞ れ 「を」 格 、 「が」格 の選択 制 限 を満 た

して い ます 。 その 結果 、 それ ぞれ深層 格 として

「対象 」格 、 「動作 主 」格 を とってい るこ とが

わか ります 。 そ して、 最終 的 に以 下の ような意

味構 造 を得 るこ とにな ります。

(食べる

(動作主 花子)

(対象 リンゴ)

Q:そ れで は、 前 回の 、文 の意味 的 な妥 当性 の判 断

  とい うの は、具体 的 に どの よ うに行 わ れ るので

  す か?

A 前 回、 「リン ゴを食べ る」 は意 味 的 に妥当 であ

  るの に対 し、「石 を食 べ る」 は意味 的に異常 であ

  る と判 断す るの に、「リ ンゴは食 べ られ るが 、石

  は食べ られ ない」 とい う知識 を用 い る とい う説

  明 を し ま した。 上 で説 明 した 「食 べ る」 の 「を」

  格 の フ ィラ ーに関 す る選択 制 限が 、 この 「食 べ

  られ る/食 べ られない 」 とい う知識 に相 当 しま

  す 。 なぜ な ら、 「食べ る」 「対 象 」 にな りうる

  もの は 当然 「食 べ られ る」 もので な けれ ばな ら

  ない か らです 。通 常意 味解析 で は、選択 制 限 に

  違 反 す る文 を意味 的 に異常 で あ る と して排 除す

  る手法 が とられ ます。 た とえば、「石 を食ぺ る」

  の場合 、 「食 べ る」 の 「を」格 の 選択 制 限 「食

  べ 物」 が 「石」 の上位 概念 では ない ので、「石」

  は この選択 制 限 に違反 します 。 その結 果 、 この

  文 は意味 的 に異常 で あ る と して排 除 され る こ と

  に な ります。 しか し、比喩 を含 む 文(「 アイ デ

  アが 開花 す る」)や 童 話 の世界 の 文(「 木 が笑

  う」)な どの よ うに、選択 制 限 に違反 してい る

  に もか かわ らず 、意味 的に妥 当 な文が 存在 す る

  こ と も知 られて い ます 。

  また、 意味解析 で は、 文中 の各 表 層格 の名 詞 が

  格 フ レー ム中の対 応 す るス ロッ トの 選択 制限 を

  満 た してい るか ど うか を調べ る と上 で述 べ まし

  たが 、 文中 の格 に対応 す るス ロ ッ トが格 フ レー

  ム中 に存 在 しない場合 に も、 その分 は意 味 的 に

  異常 で あ る と判 断 され ます 。 た とえば、 文 「花

子 が リン ゴを口 に食べ る」 に は、名 詞 「口」 が

「に」 格 で現 れ てい ます が、 この格 に対 応 す る

ス ロ ッ トは 「食べ る」 の格 フ レーム中 に は存 在

し ませ ん。 その結 果、 この文 は意味 的 に異常 で

あ る と判 断 され ます。

Q 同様 に、 前回 出 て きた、 意味 や意味 的 な関係 の

  決 定 につ いて具体 的 に説明 して下 さい。

A 前 回 説 明 に用 い た例 を も う一 度 以 下 に 示 し ま す 。

  "Itake a picture."

  "ltake an apple."

  " Itake a plane."

この よ うに動 詞が複 数 の 意味 を もってい る場合

その意 味 ご とに異 な る格 フ レームが対 応 してい

る と考 え る こ とに します。す なわ ち'take'に

つ い て以 下 に示す よ うな格 フ レーム集合 を考 え

るので す。

take:

(撮 る

 (subj人 間 動作 主)

 (obj写 真 対 象)

)

(食べ る

 (subj人 間 動作 主)

 (obj 食べ 物 対象)

)

(乗 る

 (subj人 間 動 作 主)

 (obj 乗 り物 対 象)

)

この格 フ レー ム集合 を用 いて解析 を行 な うこ と

で、 単語 の意味 を決定 します。 上の3つ の 文で

は、obj格の名 詞 だけが 異 な ってい ます。 共 通 な

subj格 の 名詞'1'は 、 上 に示 した3つ の'take'

の格 フ レームのsubjス ロ ッ トの選択 制 限 を満 た

します。 しか し、obj格 の名詞(「 写真」、1リ

ii
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ン ゴ」、1飛 行 樹)は それ ぞれ 、1番 目 、2番

●,3番 目の格 フ レームのobjス ロ ッ トの選択

制限 しか満 た し ませ ん。 その結 果、 た とえ ば、

最初 の文 に対 して は、2、3番 目の 格 フ レーム

に対応 す る意味 は排除 され、1番 目の格 フ レー

ムに対応 す る意 味 であ る 「撮 る」 が'take'の 意

味 に決定 され ます。

意味 的な 関係 の決定 につい て も同様 に前 回用 い

た例 で 説明 します 。

「私 は手紙 を鉛 筆 で書 い た。」

「私 は手紙 を部屋 で書 い た。」

この2つ の文 では、 「鉛 筆 で」 も 「部屋 で」 も

どち ら も動 詞 「書い た」 を修 飾 して い ます が、

「鉛 筆 で」 の 「で」 は 「道具」 を、 「部屋 で」

の 「で」 は 「場所 」 を それぞ れ表 してい ます。

この場合 、動 詞 「書 く」 の格 フ レー ムは、以 下

に示 す よ うな もの で す。

(書く

 (が 人間 動作主)

)

(を 文書 対象)

(で 道具 道具)

(で 場所 場所)

「で」格 に対応 す るス ロ ッ トが複 数 あ るこ とに

注 意 して下 さい 。意味 的 な関係(深 層 格)が 曖

昧 な場合 、 この ように同 じ表層 格 に対応 す るス

ロ ッ トが複 数存 在 す る こ とにな るた め、 その う

ちの 一つ に決定 す る必 要 が あ ります 。深層 格の

決定 にはや は り、そ の格 の フィラーに関 す る選択

制限 が用 い られ ます。 上 の2つ の文 で 「鉛筆/

部屋 」 はそ れぞ れ、 「で」 格の 「道 具/場 所 」

とい う選択 制 限の一 方 しか満 た しませ ん。 その

結 果 、選択 制 限 を満 た してい る方の 深層 格 を選

択 します。

(北陸先端科学技術大学院大学

奥村 学)

情報科学研究科

機会翻訳システム利用技術研究会

研究会会員募集

シス テ ム評価研 究 会 ・環境WGは 現 在 「国際 情 報の担 い 手、翻 訳技 術者 」 と題 し報告 書 を取 り

ま とめ 中 ですが 、 これ をベ ース に して機 械翻訳 シス テムの利 用技 術 を よ り詳 細 に体 系化 し、 シ

ス テ ムの利用 促 進 と普及 啓蒙 に努 め る ため、 あ らた に牧 野 武則 氏(東 邦 大学 助教 授)の ご指 導

の もとに研 究会 と して の活動 を行 い ます 。活動 内容 は多 岐 に わた るため 、多 くの人 々の 参加 を

希 望 します 。

◆活動方針

機械翻訳開発者とユーザ(潜 在ユーザも

含む)との情報交換の場を提供、各々の立

場から利用技術の研究活動を展開

① シス テ ム利 用 の実態 調査

 シス テ ム利用 形 態 の分 析 と効 果測 定。

② 翻訳 を工 学 と して とらえ る。

 翻訳 工程 の マ ネー ジメ ン ト、 陸路 の分

 析 、ドキ ュメ ン ト管理 、 サポ ー ト機 能。

③ 文 書処 理 の観 点 か らの検 討

 文書標 準化 の動 向 と情 報交 換 、翻訳 の

 将 来 を考 え る

◆研究会の組織

 ワーキンググループ単位の活動

  を展開する。

   ①翻訳工程WG

   ⑤文書処理WG

 TC協 会など他団体 とも連携をとり

 翻訳業界全般の活動としていく

◆参加申込先

 アジア太平洋機械翻訳協会事務局

 社名、所属、所在地、参加者氏名、

 電話、FAX番 号を添えてお申込み
 ください

AAMTジ 智 ナル

1992.11 No.1

iz



MTマ ーケティング資料

アジア太平洋地域

    各国の現状と翻訳ニーズ

アジ ア各 国各 地 域 に は固有 の文化 が あ り、風俗 習 慣 も異 な る。ハ イ テ ク技 術 を駆使 した機械 翻訳 シス テム と云 え

ども機 械 の みだ けで 完全 な コ ミュニ ケ ーシ ョ ンを図 ってい く事 は難 しい。各 国各 地域 の現状 につ いて調査 資料 を

ひ も とき、知 識 と理解 を深 め てみ た い と思 う。

1人 口

 先 ず手初 めに人 口 、面積 及 び人 口密 度 面 か らアジ

ア地域 の 世界 に 占め る位 置づ け を 「国際統 計 要覧」

(総務 庁統 計局 編)よ り調べ て み た。

 1989年 の 世界 人 口 は52億 人 で あ ったが、これ を地域

別 に大 別 す る と北米 地 域4,2億 、南米 地 域2,9億 、アフ

リカ地 域6,3億 、欧州5億 、オセ アニ ア0,3億、ソビエ ト

2,9億 で あっ たの に対 しイ ラ ン、イ ラ クな どいわ ゆ る

中東 地 域 を含 め たア ジアの 人 口 は30,5億 人 で世 界人

口の実 に5&7%を 占め て い る。

 アジ アの 中で 日本(1,2億)よ り人 口 の多 い国 は 中国

で11,2億 、これ は世界 の21,5%ア ジ アの 中で も36,7%

を占 め る。次 いで イ ン ドが8,1億 で あ るが現 在 の人 口

増加 率 か らす れ ば21世 紀 には中 国 を追 い越 して世界

一 の人 口 に なる と予 想 され てい る。イ ン ドネシ アは

1,8億、日本 とほ"同 等 の人 口 を有 してい るのがパ キ

ス タ ン、バ ング ラデ シュの そ れぞ れ1、1億 で ある。

 一 方人 口の少 ない 国 と しては観光 国 モル ジ ブ20万

資 源王 国 ブ ルネ イ25万 な どであ る。

国土面 積 につ い て は資 料 の通 りであ るが 世界 の国 土

総 面積 は1億36百 万 平 方 キ ロで あ る。 その うち アジ

ア は28百 万平 方 キ ロで世界 の20%に す ぎない。単純 に

人 口比 か らすれ ば他 の地 域 に くらべ過 密 と云 え るか

も しれ ないが 、熱帯 、亜熱 帯等 気候 条件 に恵 まれ た国

々が多 く、農耕 作 業 に も適 してお り、寒帯 地域 に比

べ れば住 みや す く人 口密度 も必然 的 に高 くな るの も

当然 と云 え る。

 ア ジ アの なか で広 大 な面積 を有 す るの はや は り中国

で960万 平 方 キ ロ、アジ アの35%を 占め る。次 い でイ ン

ドは329平 方 キ ロ、サ ウ ジア ラ ビアの215平 方 キ ロ、イ

ン ドネ シアの190平 方 キ ロの順 となっ てい る。日本 は

38万 平 方 キ ロで アジ アの中 のわず か1,44bに しかす ぎ

ず世界 地 図の 上 か ら探 が し出 すの に一苦 労 す る と云

う欧米 の子供 もい る。イ ン ドネ シアは赤 道 に沿 って 西

はス マ トラ島 か ら東 は西 イ リア ンまで、長 さは5400キ

ロに及 び、国 内時差 だけ で も3時 間 もあ る と云 うこ と

は あ ま り知 られ てい ない。

 人 口密度 はマ カオが 最大 で面積16平 方 キ ロに人 口45

万 人、密度 は実 に2万8千 人 、香 港 は5520人 、シ ンガポ ー

ルの4345人 、日本 は330人 で あるが 中国 のll7人 に比べ

れば超 過密 状態 とい え る。しか も山 地が80%を 越 え る。

2人 種別 言語別人口

広大な面積、膨大な人口を抱える国はまた長い歴史

の変遷を経て多民族国家を形成 している国も多い。

人 口 ・面 積 ・人 口密 度

地 域 名 人 口  面 積 人口密度

 

界

ア

米

米

パ

カ

ア

連

 

 

 
 

 

 
ツ
 
 
ニ

位

 

ジ

 

 
ロ

リ

ア

ソ

単

 

 

 

一

フ

セ

 

世

ア

北

南

ヨ

ア

オ

旧

 (千 人)

5,201,000

3,052,000

 422,000

 ' 111

 ・・ 111

 .:111

 26,100

 285,861

(千平方 キ ロ)

135,818

27,582

24,241

17,819

 4,933

30,305

 8,536

22,403

38

iii

17

16

101

21

 3

13

国 名 人 口 面積 人口密度

 (単位)

日    本

韓    国

タ     イ

シ ンガ ポール

イ  ン  ド

イ ン ドネ シア

中    国

フィ リ ピ ン

マ レー シ ア

香   港

(千 人)

 123,116

 42,380

 55,448

  2,685

 811,817

 179,136

1,119,691

  .11・

 16,958

  5,769

(平 方 キ ロ)

 377,727

 99,016

 513,115

   618

3,287,590

1,904,569

9,596,961

 300,000

 329,749

  1,045

 330

 428

 108

4,345

 247

 94

 117

 11

 51

5,520
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1982年 の統計 であ るが中 国の 人 口は10億 、その93%は

漢 族 であ り、壮族1,3%、 その 他満 州族 な ど少 数 民族 を

多 く抱 え てい る、香港 は499万(1981年)の 人 口で 中国

人 が95,5%英 国人 は0,5%と い う比率 で あ る。オース ト

ラリア は ヨーロ ッパ人 が95,196原 住 民 は僅 か1%に し

かす ぎない。 日本 人 に とって最 近観 光 地 と して人気

のあ る フ ィジ ー は人 口 は72万 人(1986年)で あ るが イ

ン ド人48,7%フ ィジ ー人46,0%の 比 率 にな ってい る0

次 に言語 別 人口 につ い て調べ て見 よ う。シン ガポー

ル は人 口220万(1980年)の うち中国 語38,596マ レー語

8、8%英 語33%タ ミル語1、8%と い う比 率 であ る。人種

別 で は中 国人76,996、マ レー人14,6'Yo、イ ン ド人6,496と

云 う比率 に も拘 わ らず使用 され てい る言語 の比率 と

は異 な りをみ せ てい る。

イ ン ドネ シア はオ ラ ンダ統 治 時代 はオ ラン ダ語 が公

用 語 であ っ たが、1928年 に独 立 指導 者 の集 ま りであ る

青年集 会 で イ ン ドネシ ア語 が公 用 語 に制 定 された。

しか し人 口1億47百 万(1980年)の 内 ジ ャワ語40,496、 ス

ンダ語15,19fo,イ ン ドネ シア語11,..,,マ ドラ語4,796、

ミナ ン語2,4%が 使 用 され てい る。

 フ ィリ ピンは スペ イ ン、アメ リカの統 治 をへ て独 立

した国で あ るが、7000に も及 ぶ 島々か ら成 る。人 口 は

42百 万(1975年)で 、使 用 され てい る言語 はセ ブ アノ語

24,4g'o、タガ ログ語23,596、 イ ロ カノ語11,196そ の 他 イ

フガオ語 な ど5言 語 が使用 され てい るが、公 用語 は英語

で あ る。 スペ イ ン語 はお年 寄 りの 間で 茶飲 み話程 度

に使 われ てい る くらいで 一般 には殆 ど使 用 されてい

な い。

 日本 は単一 民族 で風 俗 習慣 も大 差 な く、 また単一

言 語 しか使 用 してい ない こ ともあ り日常 の コ ミュニ

ケ ー シ ョンに も環境 が 同 じだけ に共通 の 認識 や理 解

が え られや すい が、風 俗 習慣 が異 な り民族 意 識 の強

い多 民族 国家 や 多言 語国 にお い て は 日本 人 に理解 で

きない苦 労 も多 くあ るもの と思 わ れ る。 反面 お 互 い

を理 解 を しょう とす る社 交性 や会 話 力 もつ よ くな る

が 、 その点B本 人 は一つ の殻 に閉 じこ も りが ちで こ

れ が 閉鎖 的 とか内向 的、 非社 交 的等 と外 国人 か ら見

られ る こ とも少 な くな い。

3 職 業別 人 口

 各 国 の経済 活 動人 口 を職業 別 に分類 したのが 職業

別人 口で あるが、その構成 比 率 を算 出 して見 た。

IVICsの一 つで あ る韓国 は経 済活 動人 口 が約18百 万 人

(1989年)ポ ス トオ リン ピ ックでや ・景気 の低 迷 して

い た時期 であ ったが 生産 輸送 関連従 事 者比 率 は33,6

%農 林 漁業 関連従 事 者 は18、8%販 売 サー ビス 関連合

計 で24,796事 務従 事 者12,196と な ってい る。工業 化社

会 か ら情 報化 、サ。ビス化社 会 への 変容 が見 られ る、

 シン ガポー ルは経 済活 動人 口130万(1989年)生 産 輪

送 関連従 事者 は34,396と 韓 国 とほ"同 じで あるが、専

門 的技術 的職 業従 事 者11,74'0、事務 従 事者14、8%と ホ

ワイ トカ ラー的 職業 比率 が高 い。シン ガポー ル は国策

国 籍別 人種 別 人 口0内 調査年、単位千人、%

☆中 国(1982年) ☆ オ ース トラリア(1981年)
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でIT計 画 を成 し遂 げ、現在 はASEANの ビジ ネ スセ ン タ

ー化 を推 進 中で もあ る。

 日本 をは じめNICs諸 国 か らの生産 シフ トの激 しい

タイ で はあ るが、経 済 活動 人 口2660万 人(1984年)の う

ち生産 輸 送関連 従 事者 は12%の 比 率 に留 まってお り、

農林 漁 業従 事者 は68,4%、 販 売 サー ビス合 せ て10,8%と

な ってい る。調 査 年以 降 も工業 化 は急 ピ ッチ で進行 し

てい るの で現在 では この 比率 も変化 してはい るだろ

うが首 都近 郊 の工 業化 に比 べ その他 地 域 は農業 地 域

としての ウ エイ トが 高い。

 オー ス トラリ アは経 済 活動 人 口748万 であ るが、専 門

的技 術 的職 業従 事者 は15、1%と 他 の国 に比べ 高 い比率

を示 して い る。また事務従 事 者 も17、3%で ホ ワイ ト色

が 強 い。

日本 で は江戸 末 期 の比 率 は農 業90%、 武 士 階級 は僅 か

1%と い う状態 にあ った が、明治 以 降 の富国化 、工業化

政 策の 推進 によ り生 産力 は急激 に増 大 し 11年 近 い

工 業化社 会 を経 て情報化 、高度 情報化 社 会 の実 現 に

む け て努力 が な され てい る事 は周 知の 通 りで あ る。

4 国民総生産

 バブルの崩壊でかつて経験したことのない深刻な

不況が世界を襲っている。日本は何 とか国際公約の

成長率を達成しょうと懸命の努力をつづけているが

欧米地域の経済低迷にくらベアジア地域の経済成長

は目を見張るものがある。

 韓 国 は89年 は2101億$、90年 は2311億$と1〔 陽 の伸

長、国民 一人 当 りに換算 す る とは5400$と な っ た。

台湾 は90年 は1609憶$,91年1798億$で11,796の 伸 び

国民 一人 当 りは91年 で8815$と な ってい る。

また香 港 は89年 で630億$、90年 は660億$で4、8%の

伸 長 国民一 人 当 りは90年 で11540$の 高水 準 にな っ

て い る。

これ らNICs諸 国 に たい しASEAN諸 国の追 い上 げ も素晴

らしい。マ レー シアは2020年 には先 進国入 りをめ ざす

との国民 運動 が展 開 され てい るが、資源 豊 かな国 で あ

る。89年の 国民 総生 産 は360億$、90年 は415億$と15,

3%の 伸 び、国民 一 人 当 りは2340$と 未 だ低 いが今 後

大 きな弾 みが つい て くる もの と思 われ る。

 タイ は89年688億$、90年790億$で14、8%の 伸 び、国

民 一人 当 り90年 は1420$で あ る。

 多 くの人 口 を抱 え る中国 は沿岸 部の 近代化 は促 進 さ

れて い る もの ・内 陸部 の立 ち遅 れが あ り、90年の 国民

総 生産 は4159億$で あ り、国民 一人 当 りにす れ ば370

$と い う水 準 に あ る。

世 界 で一人 当 りの 国民 総生 産 の最 も高 いの はス イス で

90年 は32790$、 日本 は90年 で25430$で ある、

5輸 出入額

 自由貿易体制の維持強化が叫ばれ保護関税など貿易

障壁の撤廃や国際協調が進行する反面経済のブロック

化も目立って来ているが、アジア各国の輸出入の状況

言 語 別 人 口(単 位千人)96

☆ イ ン ドネシ ア(1980年) ☆ フ ィリ ピン(1975年)
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タ  イ  語  42,323 94,4

ク ー メ ル 言吾 1,156 2、6

マ レ ー 語  838 1,9

中 国 語   91 0,7

7、0☆ オ ー ス トラ リ ア(1976年)

総    数 12、352100%

英    語 11,63294,2

イ タ リ ア 語  450 3,6

ギ リ シ ャ 語  262 2,1
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を数 値 で見 てみ よう0

 ア ジアの 中で貿 易 量 の大 きいの は 自由貿易 港香 港 で

90年 は輸 出822億$、 輸 入825億$で あ ったが,91年 は輪

出986億$で20%の 増,輸 入1003億$と 増 大 し収 支 は

大 き く悪化 し た。92年 に入 ってか ら も1～7月 の実績 では

輸 出643億$、 輪 入681億$と 量 的拡 大 の方 向 を たどっ

て い る。香 港 政庁 は中国へ の貿 易投 資 中継基 地 として

の役 割 は益 々重要 にな って来 るこ とよ り今後5年 間 は

年平均5%の 経 済成 長 が続 くと予測 してい る。 輸 出先

と しては88年 の 輸 出総額632億$の 内 中国 が2796、米 国

25%、 日本5、9%、 ドイ ッ5%の 順 、輸 出品類 別 で は雑 製 品

41、4%a,機 械 運搬 具 .,.、工 業 製 品17、8%の 順 である。

また 輸入 は88年 の総額639億$の うち 中国か らは319b,

日本18,94'a、米 国8、5%、韓国5、3%の 順 で、品類別 で は機

械 運搬器 具28、8%、 工 業製 品26、4%、 化学 製 品8、9%の 順

で あ る。

 台 湾 は90年 の輸 出672億$、 輸入547億$で 大幅 な黒 字

91年 も輪 出762億$、 輸入629億$で 絶好 調 を維 持、92年

も大幅 な黒 字基 調が 続 いて い る。

 ソ ウルオ リンピ ック以降 や ・低 迷気 味 の韓 国 は90年

の輸 出642億$、 輸入688億$、91年 輸 出719億$、 輸 入

816億$で 収 支 は赤 字、92年に入 っ て も1～7月 で は輪 出

431億$、 輸入491億$と 世 界不況 のあ お りを こお む っ

てい る。88年 の輸 出額607億$の うち米 国 向 けが35,4

%,日 本.;,,,、 香港5、9%、 ドイッ3、9%の 順 、品類 別で

は機 械類 運搬 器 具が35,8%と 多 く、次 い で雑 製 品 の25,

3%工 業製 品21、6%で あ る。88年の輸入 額 は518億$で あ

り貿易 収 支 も大 幅 な黒字 で あ ったが 、輸 入元 と しては

日本 が30,796で あ り、対 日収 支 とい う点 で は赤 字 を示

した。つ いで米 国 か らの24,69b、 西 ドイッ か ら4%,オ ー

ス トラ リアか ら3,5%の 順 とな っ てい る。

 一 方ASEANの 中で好 調 を持 続 してい るの はイ ン ドネ

シ アであ る。輪 出 は90年257億$、 輸入219億$、92年 に

入 ってか らも輪 出181憶$、 輸入156億$で 黒 字基 調 が

続 い てい る。輸 出先 として は88年 の 輸 出額169億$の

内 日本 が43,896と 圧 倒 的 に多 く米 国19,996、 シン ガポー

ル7%の 順 で あ る。品類 別 で は鉱 物性 燃料50%、 工 業製 品

19%、非 食品原 材料11、2%、 食料飲 料煙 草10,24'0と 多彩 で

あ る。88年の 輸入額 は124億$で あ り、輪 入元 は 日本 が

. で対 日収 支面 で も大 幅 な黒字 を呈 している。つ いで

米 国 の11,496、 シ ンガポ ール7,79b,西 ドイ ッ6、8%の 順 で

あ る。輸入 品類 別 で はや は り機 械類 運搬 器 具が多 く39

%、化 学製 品1996,工 業 製品14,6g'oの 順 とな ってい る。

 シ ンガポ ール は90年 の輸 出額527億$、 輸入6(罵億$、

91年 輸 出590億$、 輸入661億$、92年 に入っても1～7月

で輸 出352億$、 輸入400億$と 貿易 収 支 は赤 字 とな っ

てい る。88年 の輸 出 は392億$で 米 国向 けが23,99foと 多

く、マ レー シア13,5'Yo,日本8、6%、香 港6,396の 順 で ある。

輸 出品類 別 で は機 械類 運 搬器 具 が48%と 多 く鉱物 性燃

料12、8%、雑 製 品9%、 工 業製 品8、3%と 続 い てい る。輸 入

は438億$で 日本 か ら21,8%、 米 国15,6%、 マ レー シア

14,796、サ ウジアラビア4,4Nbの 比率 で あ る。輸 入 品類 別

職 業 別 人 口(単 位1㎜ 人)

国 名 日 本

  (調査年)

総      数

専門的技術 的職業

行政的管 理 的職 業

事 務 従 事 者

販 売 従 事 者

サービス職業従事者

農林漁業狩猟従事者

生産輸送単純労働者

分 類 不 明

90年

63,840

 `11

2,390

11,570

9、400

5,350

4,480

22,120
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韓 国

89年
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 236

1,331

1,357

 na
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63,826

2,151

  98

2,439

9,180
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64,198

11,445

20,853

タ イ

84年

26,110

 818
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2,203
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3,196

  5
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521,506

26,458

 8,131

 6、788

 9,415
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375,380

83,369
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89年

23,859

1,301

 207
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 ...

1,493

9,720

4,691

  ab
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 7,044

 2,365

 7,330

10,194
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国 内 総 生 産

国内総生産(100米$)

国 名

本

ク

ド

国

イ

 

ラ

ン

日

イ

イ

韓

タ

85年 88年

1,362,909 2,902,039

 49,442    55,833

 212,323   281,063

 92,925   171,312

 37,351   57,949

一人 当 り(米$)
国内総 生産(100米$)一 人 当 り(米$)

85年  88年 国 名 85年  88年

11,282 23,674

3,173  3,237

 283   353

2,277  4,082

 723 1,062

イ ン ドネ シ ア  87,?A7 82,727

シ ン ガ ポ ー ル  17,691 23,875

フ ィ リ ピ ン    32,927 39,143

マ レー シ ア   31,231 34,675

オ ー ス トラ リ ア 167,164262,867

85年 88年

 530  471

6,911  9,009

 602   667

1,992  2,047

10.587 15,895

は機械 類 運搬器 具 が43,44'0、工 業製 品14,796、 鉱物 用燃

料14g'o,雑 製 品9%と な ってい る。

 マ レー シ アの輪 出入 は89年 輸 出251億$、 輸 入225億

$,91年 は輪 出344億$、 輸入367億$で あ るが,92年 に

入 って か らは(1～7月)輸 出222億$、 輪入228億$と な

って い る。88年 の 輸出額212億$の うち対 シ ンガポー

ルが19,39b,米 国17,4'Ao、日本1796,韓 国5%の 順 であ る。

また87年 の 輪出額179億$の うち品類別 で は非食 品原 材

料 が23、4%、 機械 類 運搬 器具25、..,鉱 物性 燃料19,9%

動 植物性 油脂 .,と なって い る。輸入元 は88年 の167億

$の 内 日本 が23,496、 米 国17,79'0、シ ンガポ ール13,296

英 国4、9%で あ り、輸入 品類 別 で は87年 の 輪入額127億$

の うち機械 類 運搬 器具 が45%を 占め、工 業製 品15,5'&、

化 学製 品10,3%食 料 品飲料 煙 草9,9%と な ってい る。

タイ は89年 の輪 出201億$、 輸入258億$、90年 の 輸 出

231億$、 輸入334億$で 入超基 調 にあ り92年(1～7月)

も輸 出157億$、 輸入230億$と な ってい る。資料 とし

てはや ・古 いが87年 の輸 出額117億$の うち米 国 向け

は18,69b、 日本14,94'0、シ ンガ ポール9%で あ り輸 出品類

別 では食料 品飲 料煙 草 が36,79b、雑 製 品 が22,54'0,機 械

運搬器 具11,996、 工 業製 品16、5%と な ってい る。同 じ く

輸入 は130億$の うち 日本 は.一一.米 国12,5%、 シ ンガ

ポー ル7,7%で 輸入 品類 別で は機械 類 運搬器 具32,1%

工 業製 品19,49b、 化 学製 品14,496の 順 とな ってい る。

 アジ ア各 国 への外 国 か らの生 産投 資が 軌道 に乗 り

始 あ 日本 への 製品 逆輪 出 が増加 してい るが、急激 な

円高 で価格 が低 下傾 向 にあ るのが痛 い。

6国 際人 的交 流

 かつ ての 旗 を押 し立 て ・の団体 海外 旅行 か ら最 近

は気心 の しれ た知 人 や家族 な どの小 グル ー プに よ る

旅 行 や語 学研修 、卒 業旅行 な ど相 変 わ らずの人気 で

あ る。1990年 に海 外渡 航 した 日本 人 は1099万 人 で あ

りその内観 光 目的 が908万 人 で82%を 占め る,こ の年

輸 出 入 の 動 向(単 位100万米陶

国 名 別

日    本 輪入

 (88年)  輸出

韓    国 輸入

  87年   輸出

イ ン ドネ シア 輸 入

 (87年)  輸 出

シン ガポー ル 輸入

 (88年)  輸 出

タ    イ 輸入

 (87年)  輸出

フ ィ リ ピ ン 輸 入

 (88年)  輸 出

香    港 輸入

 (88年)  輪出
マ レ ー シ ア 輪入

 (87年)  輪入

総額

187,354

?b4,917

41,017

47,207

12,370

17,136

43,862

39,305

12,972

11,659

8,731

7、074

63,937

63,175

12,679

17,921

食料品

飲料等

29026

1521

1624

2168

624

1756

2683

1908

665

1040

885

1089

4990

2423

1253

975

非食料

原材料

28530

1876

5897

451

951

1926

1491

2012

螂

85

456

709

2183

1872

511

4?A2

鉱物性

燃 料

38948

663

6033

759

1141

8582

6176

5045

76」

4

7

1

.

.

1161

153

1219

282

945

3572

 植物

性油脂

139

97

290

m

aao

8

193

425

101

81

1655

化学

製品

14075

13582

4592

1321

欝
2888

2585

1869

1921

1128

257

5272

3695

1303

292

工 業

製 品

7b813

35357

6255

10198

]805

3267

6460

3246

2511

1389

1331

690

16878

11261

1966

1473

機械類

運搬機

23129

185449

14119

16906

4819

57

19040

18863

4162

2626

1726

694

18405

16972

5718

4645

雑製品

20231

22570

2171

15349

470

732

3977

3536

523

106

201

953

14092

25165

774

1039

特殊

取扱品

6240

362A

166

83

275

680

1669

581

1823

2103

348

457

129
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日本 を訪 れ た外 国人 は350万 人 で あ った0

 ア ジアの なか で観 光客 の受 け入 れの 最 も多 い の は

中国 で88年 には1236万 人が 訪 れてい る。観 光収 入 は

22億$と 小 さいが 、歴 史 も古 く観光 名所 も多 くしか

も安 くい け る と云 うこ とか ら人気 を得 てい るの で あ

ろ う。

つい で多 いの が香港 で85年 には337万 人 だ っ たもの

が88年 には559万 人 が 訪 れてい る。買 い物 ッアーや夜

景見 物で 日本人 も結 構 多 く,観 光収 入 は42億$で ア

ジ ァで一番 多 い。シ ンガ ポー ルに は85年274万 人、88

年 は383万 人 と大 き く増 加 してお り、観 光 収入 も24億

$に 達 してい る。韓国 は85年143万 人 、88年は234万 人

と倍増 して い るが 、これ は ソ ウル で オ リン ピ ックが

開催 され たこ とに も よる。観 光 収入 も33億$に 達 し

て い る。

 これ に対 し日本 には88年 でも215万 人 の訪 問 しか な

く、観 光 収入 も29億$で しか ない。観 光 収支 面 では大

幅 な赤 字 をてい してい るが 、これ はバ ブル に よる狂

乱物価 の 高 さで観 光 コス トに も影響 を及 ぼ した こ と

もその一 因 と云 え よ う。

 88年 に は タイ に423万 人 、マ レーシ アに337万 人 の

観 光客 が お とず れて い るが,ASEANの 人 的交 流の活 発

化 が うかが え る。

 因 に90年 に は 日本 人 は1100万 人 が海 外へ 出掛 け て

い る。 その内観 光 目的は909万 人、出掛 け た先 は アジ

ア437万 人,北 米331万 人、欧州851万 人 、オセ ァニ ァ48

万人、南米2万 人 とな って い る0

7 教 育 科 学技術

 各 国 の高 等教 育 にお け る在 学率 を調 べ てみ た。 こ

こで い う在 学率 とは20～24才 人 口 に しめ る学生 数で 、

高等教 育 とい うのは大 学及 び中等教 育修 了後 の専 門

学 校生 を意味 してい るが 、国 に よっ ては この年代 に

兵役 の義 務 を課せ られ てい る国や 教育 年 限 の違 い も

あ り一概 に論 じ られない が一 つ の 目安 には な るだ ろ

う。

 進 学競 争 が最 も激 しい と云 わ れ てい る韓 国 の中等

教 育 の在 学率 は12～17才 で男79%、 女77%で あ り、高等

教 育 は男50,23'0、女24,29'aで あ る。また科 学技術 研 究従

事者 は社 会人 文科 学 を除 い て57千 人、技 能 者 は36千

人(88年)で あ る。非識 字率 は人 口 比3,7'%で あ る。

フィ リピ ンは中等教 育在 学 率男 女共54'Yo,高 等 教育

在学 率 は28,296(88年)と 比 較的 高い が、科 学技 術研 究

従 事 数 は48百 人(84年)と 少 ない。非識 字 率 は10,3%で

あ る0

 イン ドネ シアの 中等教 育在 学 率(13～18才)は 男45%、

女38%、 高等 教 育在学 率(86年)は 男8、8%、女4,2%で あ

る。科 学技 術研 究従 事 者 は32千 人(88年)技 能 者 につ

い て は調 査資料 が ない。非 識字 率 は239bと 高 い。

中国 は 中等教 育在 学 率 は男50%、 女374'0,高 等教 育在

学 率 は男2、2%、女1,23'0(88年)で あ るe非 識字 率 は26、7

%(90年)と 高 く、特 に女性 は38,24'0に及 んでい る。

 因 に 日本 の実態 は とい う と12～17才 人 口の 中等 教 育

在学 率 は959b,20～24才 人 口の高等 教 育在 学率 は男 で

36、6%女23、3%(88年)で あ る。通常 の大 学 卒業 年齢 は

22才 、短大 卒 は20才 で あ り比 率 的 に低 く出 てい るか

も しれない が、進 学熱 の 旺盛 さはい うまで もない。最

も1940年 代 迄 の大学 卒業 者 は人 口比1%程 度 と云 われ

てお り戦 後学 制改 革 で新 制大 学が増 加 した こ と、所

得 の向 上で 進学 率が増 大 した とい う歴 史 的過 程 が あ

る。これ に よ り生 産部 門(社 会 人文 科学 部 門 を除 く)

科学 技術 研究従 事 者 は615千 人 。技 能者 も103千 人 と

多 く(88年)こ れが技 術 、生産 開発 面 で大 きな力 を発

揮 してい る とい え る。また非識 字 率 は0、3%と 低 い が、

これ も明治 以来 の義務 教 育制 度 の成果 とい え るの で

はなか ろ うか。

国 際 人 的 交 流(lg88年)(単 位1000人 、100万米$) 日本 人 渡 航 者 数(1990年)(単 位人)

国 名  観光客数 観光収入
日   本

韓    国

シ ンガポー ル

タ    イ

中

フ ィ リ ピ ン

香    港

マ レ ー シ ア

イ ン ドネシ ア

2,146

2,340

3,833

4,231

国12,361

1,023

5,589

3,374

 749

2,893

3,265

2,399

3,120

2,247

 405

4,166

 766

 850

国 名 観光客

国

国

ス

ツ

ル

ス

ン

州

ア

 

 

ン

イ

ジ

 
 
イ

 

 
リ

 

 

ラ

ド

ラ

イ

ペ

 

タ

米

英

フ

西

ブ

ス

ス

豪

イ

34,474

15,798

  ::

13,113

1,743

11,700

35、000

2,249

26,155

観光収入

29,878

11,023

13,783

8、449

1,643

5,615

..:.

2,801

12,399

訪 問 国

界

国

ル

イ

国

ン
港

ア

ア

 

 

一
 

 

ピ

 

シ

シ

 
 
輝
 

リ

み

 

 

ン

 

 

イ

 

レ

ン

世

韓

シ

タ

中

フ

香

マ

イ

渡航者数
10,997,431

1,369,189

 .1. 1

 420,975

 366,550

 187,171

 999,662

 102,937

 199,091

内観光目的

9,085,333

1,173,821

534,858

345,361

242,754

157,997

889、687

67,725

156,843
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 つい で なが ら1989年 にお け る特 許 出願件 数 は 日本

が 世界 で 最 も多 く357千 件、韓 国27千 件 、中国10千 件

であ る。米 国 は162千 件 、英 国31千 件 、東 西 ドイ ッ54千

件、フ ランス18千 件 とな っ てい る。

 アジ アの 中 には広 大 な国土 を有 し、また群 島国家 で

あ り、交通 、通信機 関 の整備 も遅 れ、教 育 設備 資金 や

教科 書 も教 育者 も不 足 な ど各 国 それ ぞれ の事情 を抱

えて い る ところ もあ り海外 留学 を 目指 す若 者 も少 な

くは ない。留 学先 と して最 近 は 日本 へ の留 学 も増 え

てはい るが、物価 高や 日本 語 とい う言 語障壁 もあ り

英米 を留 学先 に選ぶ ケ ース もまた多 い。また折角 取

得 した知 識、技 能 も自国内 で これ を生 かす産 業 や研

究機 関が な く、留 学先 の 国 に留 まった り、貴 重 な頭脳

流 出 につ なが る場合 も少 な くない。

8刊 行 図書 翻訳 書

 刊行 図書 とは書籍 の 各 々の書 名 を一 点 と して原 作又

は翻訳 の初 版 、再販 本 及 び小 冊子 、政府 刊行 物 、教科 書、

学位 論 文な どを含 む不 定 期刊行 物 を調査 した もので

あ る。(1988年)

 この 年 アジ アの 中で 最 も発 行点 数 の多 か っ たの は

韓国 で あ り43千 点 その 内容 は文学 言 語学 が 】4千点 と

32%を 占め たが、ソウル オ リ ンピ ックで会 話本 が多 く

刊 行 され た こと も発行 点 数 を増大 させ た要 因 に もな

ってい る。つ い で多 いの は芸術 図書 で17,2%、 社 会科 学

11,790応 用科 学10、2%宗 教8、2%の 順 であ る。

 中 国 にお いて も40千 点余 の 図書 が刊行 され てい るが

社 会科 学 が24,64'0応 用 科 学 が18、1%文 学 言語 学 は13、

94'0の順 とな っ てい る。

 イ ン ドで は14千 点 が刊 行 されてい るが31,Sg'aが 文 学

言語 学 社 会科 学 は28、9%地 理 歴史 が10%と な って い

る。

 日本 で は小 冊子、政府 刊行 物 を除 い た初版 ものだ け

の統 計 であ るが36千 点 刊行 され、や は り文学 言語 学

が26、7%と 多 い が、つい で社 会科 学22%応 用科 学18、9

%芸 術13、9%の 順 にな って い る。

 刊行 点数 が世界 で最 も多 いの は旧 ソビエ トで初 版 も

の だけ で83千 点 を こえ、米 国 の77千 点 を上 回 ってい

る。しか も内容 的 に は37%が 応 用科 学系 であ り文学 言

語 学系 の16%を は るか に しの いで お り、科 学 好 きの国

民 性 を物語 って い る。

 その他 タイで は7、728点 の刊行 で社 会科 学 が36%を 占

め、マ レー シアは3,397点 で 文学 言語学 が多 い。

 翻訳 図書 は1984年 に世界 で52,405点 が 刊行 されて い

る。内容 と しては50,5%が 文 学言語 学 もの で あ り、つ い

で社 会科 学 がlI,9%応 用 科学..・.、地理 歴 史 . 、宗

教69b,純 粋 科 学5,34'0、芸術5%の 順 とな って い る。

 刊行 国別 では52,405点 中、旧 ソ ビエ トが また7、758

点 と圧 倒 的 に多 いが、しか しその43,39bは 文 学言 語学

系 であ り国 内刊行 図 書内 容比 率 とは異 な りをみせ て

い る。

 日本 の翻 訳 図書発行 点数 はスペ イ ン(7741点)、旧西

独(6868点)、 フラ ンス(3821点)に つい で多 く2698点 、

そ の43,7%が 文学 言 語学 関係 の翻訳 書 で、社会 科 学系

は14、9%応 用 科 学系14,2%の 順 とな ってい る。

 翻訳 図書 の原 書 の言 語別 で は圧 倒 的 に英 語 が多 く

43、4%を 占め てい る。つい で ロ シア語 が11,94'0、フラ ン

ス語10,3'%,ド イツ語8,24'0,イ タリア語2,94'0で 日本 語の

原 書 が翻 訳 され たの は204点( 一.)でしかない。

 ドイ ツ語 の原 書(4311点)の 中で は勿 論 文学 言語系 が

40、3%と 多 い が応用 科 学8%、 社会科 学 系., の比率 が

目立 つ。これ に対 し日本 語 の原 書 翻訳 は圧 倒 的 に文 学

言語 学系 が多 く65,2g'oを 占め てお り、海外 か ら技術 移

転 を求 め る声 の 強い 割 りに は応 用科 学系 の翻訳 書 は

少 ない と云 うの が現状 であ る。

9海 外 直接投 資

1971年 の オイ ル シ ョック によ って石 油 は勿 論の こ

刊 行 翻 訳 図 書 点 数(1884年)

国及び言語

世  界
日

韓  国

イ ン ド

スペ イ ン

西 ドイ ツ

フラ ンス

総数 総記 哲学 宗教 社会 純粋 応用 芸術 文学 地理

  科学 科学 科学   言語学 歴史
52405 445  2676 3169 6212  2787  4940 2608 26454 3114

.・:

529

592

7741

.:.:

3821

22

17

67

36

17

144

75

47

631

477

197

99

136

131

564

519

170

403

97

38

553

426

120

152

15

11

259

420

134

m

21

24

972

572

260

152

41

 5

412

478

207

1179

110

285

3840

3510

2376

163

17

51

443

430

340
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と原 材料 価格 が 高騰 し、コス ト吸 収の ため米 国企 業 を

は じめ 日本企 業 も海外 生 産 シ フ トを展 開 した。

また 日本 企 業 は徹 底 した生産 の 自動化 や物 流 の合 理

化 に取組 んで コス ト削 減 に努 め、これが 国 際競 争 力 を

強化 す る こ とにつ なが った。この結 果貿 易収 支 は大幅

な黒 字 を もた ら し、貿 易摩 擦 は欧米 各 地各界 で激化 す

る と共 に為 替 レー トは急激 な円高 を も た らす こ とに

な った。これ が ため1985年 以 降貿易 摩擦 回避 の ため の

消費 地生 産、コス トや 労働 力不 足対 策 としての原材 料

供 給 地生 産 な どの理 由 に よ り海 外 直接投 資 や海外 生

産 シ フ トが進行 した。発 展 途上 国 に とっ て も雇 用確 保

や産 業振興 のた め積極 的 に これ を受け 入 れ る国 も多

い。こう して 日本企 業 は アジ ア各 国 に も多 く進 出 して

い る。

 韓国 は84年 、外 国人 投資 の 門戸 開放以 来海外 か らの

投 資 が急増 したが、高度 成 長 に よる人件 費 の高騰 や

長期化 す る労働 争 議 もあ っ て撤 退 す る企 業 も見受 け

られ るが現 在400社 近 い企 業が進 出 してい る。業種 別

では電 子電気 関 連 が最 も多 く、つい で化 学 医薬 品、そ

の他製 造業 の順 とな ってい る。100%出 資 の企 業 も結

構 多 い。

香 港 は香 港 島,九 龍 地区 、新 界 地区 に工業 団 地が展 開

して い るが 、製 造業 だ けに絞 れ ば145社 が進 出 してい

る。こ こで も電 子電 機関係 が多 くつ いで精 密機 械、金

属 製品 の順 とな ってい る。100人 以 下の小 規模 企業 が

結構 多 い。アジ アの他 の国 に比 べ て 「イ ンフ ラが整 備

され てい る」事 を進 出の理 由 としてに あげ る企 業 が

多 い。

 シンガポール は地理 的 にもASEANの 中心・的存在 であ

り駐 在 員事務 所 も含 め1500社 近 い企 業が進 出 してい

るが、業種 もまた食 品、繊維 、木材、建築 、電機 、電子 な

ど幅広 い。政治社 会 が安定 し、外資 導入 の優 遇措 置 が

とられてい る事 を進 出理 由 にあ げ る企 業 が多 い反 面

労働 力 の不足 、為 替 の乱 高下 が最 近の経 営 上の悩 み で

もあ る。

 タイ は最 近 日本 のみ な らず台湾 、韓 国 か らの企 業進

出が急 増 して い るが 、日系 企 業 は700社 近 く進 出 して

い る。首都 バ ン コク周 辺 地域 へ の進 出が多 く、これ が

ため慢性 的な交通 渋 滞 を引 き起 こ して い る。進 出業種

も殆 どの業種 に及 んで い るが 、100%出 資 の子 会社 も

結構 多 い。進 出理 由 と して 政治社 会 の安定 、労働 力 の

質 の良 さをあ げ る企 業 が多 い反面 イ ン フラ整 備 の促

進 を強 く希 望 して い る、

 インドネシアは外資 規 制が 続い て他 の 国 よ り進 出が

遅 れ てい たが、それ で も 日系製 造業 だけ で も260社 は

進 出 して い る。89年 までは最低 投 資金 額が100万$以

上 とい う規 制が あ っ たため大 規模 企 業 の進 出が 多 く

進 出動機 も現地 市場 の確 保 目的 が主 流 を 占め てい る

業種 も輪 送機 械、繊 維 、食 品、鉄 鋼 、電子 電 機 な ど幅広

く最 近 は韓 国、台 湾の 進 出 も目立 っ てい る。88年 の金

融緩 和 に よ り外 国系金 融機 関 の増加 が 目立 つ が、資

金 調達 面 でなお 問題 あ りとす る企 業 も多 い。

 マ レー シ アは政治社 会 の安 定、外 資優 遇 、イ ンフ ラ

の整備 な どの理 由で 早 くか ら進 出 した企 業が 多 い。

業種 も電 機電子 、輸送機 器 、木材 、鉄 鋼 、窯 業、金 属 一

般 な ど幅広 く40σ社に及 ぶ。しか し最 近 は労 働 力 の不

足 、資金 調達 難、技 術 移転 な ど問題 が提 起 されて い る。

 フ ィ リピンは政 治社 会不安 もあ り、進 出企 業 は他 の

国 に比べ て少 ない。 またイ ン フラの整備 の立 ち遅 れ

資金 調達 、関税制度 な どを問 題視 す る企 業 も多 い。

10国 際技術協力

 1970年代の後半から80年代の前半にかけて日本の

輪出は増大し、欧米各地域で貿易摩擦が多発 したが、

これと共に技術ただ乗 り論の批判がわきおこった。

つまり欧米の先進基礎技術を日本が導入 し、開発力

を駆使 して商品化し、世界に商品を売 りまくってい

るとの主張である。これに対 しそれまでの輸出立国

から技術立国への政策転換もあり、企業における研

究開発投資も急激に増大していった。それまでは基

礎研究は大学や官公立研究機関に依存 し、民間企業

は開発技術、生産技術に力点を置いていたが次第に

原書の言語別
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基 礎 技術 へ の投 資 を増 や して い ったの であ る。

1990年 度 の 日本 の研 究 開発 投 資額 は13兆783億 で89

年度 に比 べ て実 に10,74bも 増 加 し ':1年 度 の2,5倍

に もな ってい る。しか もそ の92,4%が 自然科 学部 門の

研 究費 で あ る。基礎 研 究 は成 果 が 出 る まで 長期 間 を

要 し また リス ク も大 きい が、徐 々 に成 果 も出 て特 許

出願 件 数 も増 大 して来 て い る。この技 術 につい ての

国 際取 引 もま た次 第 に増 加 して来 てい る。

技 術収 支 面 か らみ る と技 術 輸 出額 は3394億 円(受 取

額)、技術 輪 入 は3719億 円(支払 額)で1990年 度 は325

億 円 の支 払い超 過 とな ってい る。これ を1985年 度 と

比 較 す る と輸 出(受 取額)は2342億 円、輸 入(支払 額)

2232億 円 であ り、90年 度 は金額 的に も大 き く増 加 し

てい るが 、収 支面 で は改善 の 方向 をた どっ てい る。技

術 取 引 とは特 許料、技術 使用 料 、技 術 指導料 な どであ

り契 約後 は比 較的 取 引が 長期 に わ たる とい う性 格 が

あ る。しか し新 規契 約 で は輪 出が増 大 方向 に ある。

業種 別 で は収 支状 況 が悪 い のは 自動 車 を除 く輸 送

用機 械工 業 で支 払1受取 比率 で は14,4倍 、石油 石炭 工

業 で13,4倍 で あ る。反 対 に支払 比率 の低 い業種 は自

動車 工業 で0,1倍 、建 設業 も0、11倍で あ る。電気機 械

器 具 工業 は1,28倍 、通 信,電 子 、電 気計 測 器工 業1,81

倍 と輪入 額 の方 が多 い。(90年度)

地域別 にみ る と金額 は小 さいが 支払 比 率の 高い は

スエ ー デ ンの29,3倍 は別格 と して オ ラン ダ11,2倍 で

あ り,米 国 は2,57倍 、ドイ ッ2,3倍 、とな って い る。

特 に米 国 に対 しては2553億 円 と総 支払額 の.:.一,を

占め てお り技 術 依存 度 が 高い こ とが 数字 の上 か らも

読み 取 れ る。一 方技 術 輸出先 と しては金額 面 で はア

ジ アが45,2'Yoを 占め てい る。その 中で も70年 代 に企 業

の海 外生 産 シ フ トの進行 した韓 国へ は支 払額1億 円

に たい し受 取額465億 円 と大 幅な受 取超 過 となっ て

お りまた台湾、タイ、イ ン ドネ シアな どへ の輪 出額 も

大 き く将 来的 にみ て技 術貿 易摩 擦 の発生 も懸念 され

る。しか し地球 環境 問題 や公 害対 策技 術 な ど緊急 を

要 す るテ ーマ もあ り、これ らを技 術 イ ン フラ と して

世界 各 国 に広 め て行 く必 要 もあ り,ま た研 究 開発資

産 は次 世代 の人 類 の繁栄 の礎 ともな るもの であ り積

極 的 な対 応 が望 まれ る。

現在 欧州 で はEC統 合 で大 き く揺 れ動 い てい る。 ま

た北米 で もNAFTA協 定が進 み 、経 済の ブロ ック

化 や保 護 主義 が進行 す る気 配 が強 ま りつつ あ る。 こ

れ に対 しASEANで も経 済協 力 を強化 してい こう

との提 案が 出 され てい る。1950年 の 世界3大 経 済 地

域 の名 目GNPは 日本 を含 む アジ アで4、1g'o,北米71,6%、

欧州24,49foの 比率 であ ったが1989年 で は アジ ァ29,2%

北米28、4%、 欧州24,4%と アジアの発展 は 目を見張 るも

のが あ り、また この勢 い は当分 衰 え を見せ な い状況 に

ある。アジ アの 相対 的 な地位 は着 実 に向上 してい るの

であ る0こ れ か ら も協調体 制 を維 持 強化 して行 く上 に

おい て円滑 な コ ミュニケ ー シ ョンは不 可欠 な もので

あるが、この 言 語障壁 を克服 す る手段 と しての機 械 翻

訳 シ ステ ム も益 々重 要性 を帯 びて くるの であ る。

国 際 技 術 交 流(1蜘 年度)(単位億円)

相 手 国 技術輸出
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ユ ーザの事例 紹介

「日本語の制限と翻訳」

IBS 社長 桜井恵三

 私 共 は現在機 械 翻訳 シス テム を使 って翻訳 処理 を

して い ます が、一番 大切 なポイ ン トとい うの は、い

か に機 械翻 訳 を セ ッ トしてそ こに人 間 を置 い てお く

か とい うこ とです 。 とい うこ とは、い か に仕 事 を継

続 的 に並べ るか とい うこ とです 。 またで きれ ば、人

間 は多 けれ ば多 い方 がい い し、マ シ ー ンも多 けれ ば

多 い 方が い い。 それ が一番 の キー に な ると思 い ます。

私 共 は機械 翻訳 を始 め てか ら5年 経 ち ます が本格 的

な 「機 械 翻訳 システ ム」 に なっ たの はわず か1年 半

前 です 。最初 の3年 半 は、 シス テム はあ るが時 々使

うのみ とい う形態 で した。 しか し、1年 半前 か らは

完全 に翻 訳 の プ ロセ ス をすべ て機 械翻 訳 でや っ て し

ま うとい う形態 に変 え ま した。現 状 で は翻 訳機 が5

台、X端 末機 が5台 、合計10台 の翻訳 端末 が あ りま

す。 それ をサ ポ ー トす る或 い はその後 処理 をす るた

め にパ ソ コ ンのLANが あ り、 そこ に30台 の パ ソ コ

ン と4台 の編 集 用の 機械 が あ ります。 パ ソコ ンのL

ANの 中の1台 は英 語 のOCRと して使 っ てい ます.

 現在9人 の作 業 者が お ります が、 私共 が機械 翻 訳

を押 し進め るため に どの よ うに した らマ シー ンが 生

きるか を考 え、 仕事 を3つ の レベ ルに分 け てい ます。

単純 に機械 翻訳 だけ と、エ デ ィッ ト付 きの翻 訳(意

味 が分 か る程 度)と 、 通常 の翻訳 です。 とにか く翻

訳 業務 が発 生 した場 合 に はな んで もか んで も翻訳 機

を使 うとい うこ とに して い き ます と、一 部 に そん な

こ とは しない方 が 良 い文章 も出て きます。例 えば、

契 約書 の ような もの です。

 実 際 に翻訳 機 を使 ってい て苦 しい な と感 じるの は

現 状 の翻訳 シス テム の流 れ に翻 訳機 が ぴ た り とは ま

るの で な く、新 しい翻 訳 の流 れ を作 らな くて はな ら

ない とい う点 です 。 とい うの は ど うい うこ とか と申

します と、翻訳 機 を使 わ ない場 合 は依頼 が きた ら原

稿 を コピ ーす るだけ で済 み ますが 、翻訳 機 を使 う場

合 は まず 最初 に 日本 語 の ワー プロの セク シ ョン に入

力 を依 頼 し、そ れか ら翻訳 者 が機械 で翻訳 す る。英

語 の場合 は、 英語 のOCRに 読 ませ て その結 果 をス

ペ ルチ ェック し、翻訳 者 に渡 す とい う作 業が 出 て き

ます。 です か ら、あ る程 度 流 れ を決 め て し まう と、

そ の流 れ に乗 せ ない と非 常 にス ケ ジュ ール を進 め に

くい とい う欠 点 が あ ります。 逆 に その仕 組 みが動 く

と非常 に快 適 なわ けです 。つ ま り、機 械 翻訳 だけ と

い うの は、現実 的 に は翻 訳者 が何 もしな くて もマ シ

ー ンが金 を稼 ぐとい う理 屈 です 。

 今 一つ 大 きな プ ロジ ェク トとして、 東京 ガ スの マ

レーシ アの ガス プ ロジ ェク トの トレーニ ング マニ ュ

アル を 日本 語 か ら英 語 に翻訳 す る仕 事 を 請負 って い

ます。 日本 語 で ワー プ ロ入力 を し まして 、そ れ を英

語 に翻 訳 してい ます。 そ の翻訳 は翻 訳機 の端末 上 で

や ってい ます 。 その翻訳 機 の端 末 は各 翻訳 者 に1台

ず つ 、翻訳 ワ ークベ ンチ として使 っ てお り、英 訳 の

段 階 まですべ て その端 末上 で行 ってい ます。 その結

果 を英 語 の ネイ テ ィブの リライ タ ーにチ ェ ック して

もらい、 その後 マ ッキ ン トッ シュで編 集 します。

 何 が 快適 か とい い ます と、一つ はグ ルー プでや る

とい うチ ーム ワー クの考 え方 が 出 て くるこ とです 。

仮 に大 きな翻 訳 を プ ロジ ェク トと してや った場合 に

そ こに 関わ る メ ンバ ーが全 員 外部 の翻 訳 者 だ った場

合 、各 自の家 にい ます。 せ っか く知 的 レベ ルの 高い

人達 が集 まっ てい るに も関 わ らず 、結 局 そ の知識 を

シ ェアす るこ とがで きませ ん。 その知 識 をシ ェアす

るため に翻訳 会社 が用 語 集 を作成 して皆 に配 布 して

い るの です が、 実際 翻訳 会社 が どの くらい機 能 して

い るか とい うと非常 に心 も とない状態 です。 しか し

それが今 の ような機 械翻 訳 の仕組 みを使 い ます と、

ユ ーザ 辞書 を共有 す る方 式 が とれ ます。 仮 に3人 ぐ

らいの 翻訳 者が 翻訳 をス ター トし ます と誰 かが 辞書

に用語 を入 れ てそ れ を皆 で使 う こ とが可 能 な ので す。

過 去 に私共 が用 語集 を作 成 して翻訳 者 の方 々 に配布

してい た ときは、 その後 の メ ンテ ナ ンス(作 業 途 中

で発生 す る用 語の 追加供 給)が 非常 に大変 で した。
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が、翻 訳機 の場合 はその 辞書 さえ アサ イ ン して もら

えば 、誰 かが登 録 した もの もす ぐ用 語 の統 一 が可 能

です。

 また、 これ は機 械 翻訳 の効 用 とは言 うべ きで はな

い か もしれ ませ んが 、翻訳 者 た ちが ワ ークベ ンチ 方

式 で チ ーム を組 んで翻 訳 を してい ます と、用語 統一

に関す る もの以 外 の作 業 の疑 問点 につ い て も相 互 の

コ ミュニ ケ ーシ ョンが 良 くな ります 。

 それか ら もう一 つ 、訳文 が翻 訳機 の 画面 上 で見 ら

れ る と、翻訳 をお互 い にチ ェ ック、 コンサ ル テ ーシ

ョ ン、 ア ドバ イスが しやす くな ります 。翻訳 者 とい

うの は英 語 の職 人 ともい うべ き人 達 で すか ら、 チ ェ

ック され る或 い はチ ェ ックす るのが 嫌 な もの なの

です 。

しか し、翻訳機 を介 す る こ とで 、お互 いが相 手 の翻

訳 力 を 覗 く とい う感 覚が 薄 れて、 ヒ ン トや ア ドバ イ

ス を与 えやす くな るの です。

 実 は、 この よ うな機 械 翻訳 を ワー クベ ンチ と して

使 うこ とに よる効 用 に気付 い たの は、 ほんの1年 ほ

ど前 です 。以 前 は翻訳 機 に かけ てそ れ をパ ソ コンに

フ ァイ ル と して取 り出 し、 その フ ァイ ル を修 正す る

とい うス タン ダー ドな使 い方 を して い ま した。 なぜ

ワ ークベ ンチ的 な使 い方 に変 え たか と申 します と、

翻 訳 プ ロセ スの 中に は翻訳 以外 に プ リエ デ ィ ッ ト、

ポス トエデ ィッ ト、 リライ トとい う作 業 が あ るの で

す が、 翻訳 機1台 をこ うや って使 お うとす る と、 ど

うして も専 業体 制 に な って しまい ます 。 つ ま り、A

君 は プ リエ デ ィ ッ ト、B君 はポス トエ デ ィッ トとい

う よ うに翻 訳 の トータル な プ ロセ ス を どこか で カ ッ

トしな けれ ばな りませ ん。 しか し、 ブ リエ デ ィ ッ ト

に手 間 をか けて ポス トエ デ ィ ッ トを楽 にす るケ ース

もあ る し、 その逆 もあ るので 、翻 訳 プ ロセス の各作

業 の 間 に線 を引 くこ とが で き ませ ん。 そ うな る と、

各個 人 の仕 事量 を平等 に測 るのが 大変 難 しい わ けで

す 。 です か ら得 手不 得 手 は あ るものの 、 ワークベ ン

チ 方式 に して一 人 の作 業者 に翻 訳工程 の すべ て を任

せ るこ とで、仕 事 の評価 の簡便化 を図 るこ とに した

の です 。結 果 か ら見 て もこれ は大 変 に良 か った と思

ってい ます 。3年 前 に は2台 だ った翻 訳 端末 を それ

以後10台 に増 や したの も、 その効 率 を高 く評価 した

か らです。

 ワ ークベ ンチ 方式 に して よか っ たこ とは これ以外

に もい くつ か あ ります 。一 つ は電子 辞 書 です 。翻 訳

とは辞 書 との戦 い で、 年 中辞書 の 問題 を山 ほ ど抱 え

てい るので すが 、翻訳 機 は それ 自体 が 辞 書 を持 っ て

い るわ けで すか ら、 その検 索機 能 をぜ ひ活 用 すべ き

な ので す。 つ ま り一人 が ワークベ ンチ と して使 え ば

翻 訳機 を電 子 辞書 と して も使 え ます。 そ れか ら、 も

う一 つの利 点 は ワ ープ ロ機 能 です。 普通 の32ビ ッ ト

のパ ソコ ンの ワー プロ機 能 と比べ てみ る と、 ワ ーク

ス テー シ ョンの ワー プ ロ機 能 の方 が、 リプ レイス や

サ ーチ な どにおい て何 十倍 も早 い。

 以 上 の よ うに、 翻訳 機 を ワー クベ ンチ として使 っ

た場合 には、翻 訳機 が提 供 して くれ る良 さ とチー ム

ワ ークが作 る良 さ、 この二点 が快 適 な翻 訳環 境 を生

む とい うこ とにな ります。 で は、 マ シー ンの コス ト

は どうか。今1端 末280万 円 ぐらいです か ら、月 々

の リース代 は5万4、5千 円 で し ょうか。 これ です

と、翻訳 端末 を一人 占有 に して も、始 め て1か 月 の

人 で も5万 円 ぐ らい は節 約 で きるの で はない か と思

い ます。

 そ れか ら翻訳者 の採用 の 面 ですが 、実 際 に翻訳機

を操作 して い るの は翻 訳経 験 の ない人 が ほ とん どで

す。 つ まり、 採用 の基 準 は英 語力 の あ る人 、英 語 の

読 解力 の あ る人 とい うこ とで、 あ とは翻訳 が 好 きな

人 、 コン ピュ ータ を触 るのが 好 きな人 を対象 に して

い ます。 幸 いに も、就 職 情報 誌 に募 集広 告 を出 し ま

す と、30名 か ら70名 ぐ らい応募 が あ りま して、 その

中で6,7名 の該 当者 が現 れ ます。 翻訳機 を使 った翻

訳 とい うこ とで募 集 を して も、昨 年 もそ うで した が

意外 と応募 が あ るの で助 か ってい ます 。以 前 は翻訳

経 験者 を対 象 と して い て、 そ うい う人 を採用 す るの

は大変 で したが、 現在 は職 人 的な人 よ りもサ ラ リー

マ ン的 な感 覚 で応募 され る人 が多 いの で、 フ リーの

翻 訳者 に比 べ る と残 業 をた くさんや る といっ た意欲

に は欠 ける か も しれ ませ んが 、一般 の会 社 の ルー ル

に従 っ て非常 に協 力 的で あ る とい え ます。 あ とは 、

外 注 で翻訳 を依 頼 してい た と きに比べ て、大 きな プ

ロジェ ク トを してい る途 中で 退職希 望者 が 出 て も、

ユ ーザ 辞 書 さえ あ る程度 で き上が って い れば欠員 を

補 いや す い とい う利 点 もあ ります 。

 先程 、翻訳 機 の使 い方 、 日本語 の書 き方 につ い て

お話 しま したが、 み ん なで少 しず つ協力 して い って

い ます 。特 に 日英 翻訳 の 場合 です が、翻 訳機 を使 う

な らば な るべ く良い 日本 語 を入 れて良 い結果 を出 す

こ とが 基本 的 な考 え 方だ と思 い ます。 つ ま り、 日本

語 を書 き換 え る。 日本 語 が簡潔 明 瞭 に書 けて いれ ば

ほぼ、 ネイ テ ィブが リライ トで き るまでの英 文 に は
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な る と思い ます 。 な らない とい うの はや は り、最初

の 日本 語が複 雑 だ か らな んです。 「日本語 をこ う書

け ば英語 はこ うな る」 とい う、A4で10枚 ぐ らい の

マ ニ ュ ァル を作 って社 内で配 布 してい ます。 通常 の

翻 訳の 場合 は翻 訳 の ノウハ ウが全 部個 人 の頭 の 中 に

入 っ て しま うの で すが機 械翻 訳 の場合 はそ うい う面

で英文 が 出 しや す くな ります。非 常 に客観 的 に、 つ

ま り英 語の 力の ある な しにかか わ らず 、 「こ うす る

とこ うい う翻訳 が で き ます よ」 とい う ように具体 的

に教授 出来 るの で、翻訳 の プロセ スが教 えやす い わ

けです 。翻 訳 は膨 大 な知識 を要 求 しますか ら、 どう

や ってみ ん なが その知 識 を入手 す るか とい うこ とが

大 切 だ と思 い ます 。翻 訳 の効 率化 の一番 の キ ーは、

要 求 される膨大 な知識 をいか に シェ アす るか とい う

こ とです。 それ には先程 言 った よ うに ユ ーザ 辞書 を

利 用 す るこ とです 。 そ して、 もう一 つ つ け加 え るな

らば 、 良い英 語 を出す ための ノ ウハ ウ、 これ も翻訳

機 の 場合 は 意外 と簡 単 に シェア出 来 ます。

 日英 翻訳 の場合 には 日本 語 を書 き換 え て も良い と

い うこ とを話 し ましたが 、英 日翻訳 の 場合 に も同様

な傾 向が あ る と思 い ます 。 ただ、私 共 の会社 で は ま

だ その段 階 まで は至 ってい ませ ん。英 語 が きた ら、

OCRで 読 んで英 語 の ネイ テ ィブにチ ェ ック して も

ら うだ けです 。本 来 な らば、 そ こに リ ライ トとい い

ます か、 翻訳機 にあ った ように英 語 を書 き換 え る と

良い と思 い ます。 そ うす れば 、 さ らに一段 と翻訳 の

レペ ル、精 度 が高 くな るはず です 。す べ ての 英語 が

完壁 か とい うと、 そ うで ない 英語 もた くさんあ る わ

け です。我 々が上 手 な 日本 語 を書 くこ とが難 しい よ

うに、上 手 な英語 を書け ない 人 もい るはずで す か ら。

 機 械 翻訳 の導 入 につ い ては最初 は不 安 な こ と もた

く さん あ りま したが 、全体 的 な翻 訳 の シス テ ムか ら

い って 、結果 的 に は良か った点が 多 い と思 い ます 。

一 つつ け加 え させ てい ただ くとす れば、 私共 の翻 訳

の セ ク ショ ンは、以 前の 翻訳 形態 あるい は他 の セ ク

シ ョン と比べ る と、作 業 者の 定着 率 が いい ように感

じられ ます 。 これ は も しかす る と、機 械 翻訳 は技 術

を身 につ けて もそ れ を生 かす 場が 限 られ てい るか ら

か も しれ ませ ん。 しか し私 は、 「これ はお も しろ い

仕 事 だ。 この仕 事 は将来 夢 の ある仕 事 だ」 と思 っ て

い ます の で、 それが 作業 者 に通 じてい るの だ と考 え

たいの です 。機械 翻 訳 の普及 に関 して は、 実際 に そ

の機 械 の前 に座 ってい る人達 が 「これ は将 来性 が あ

る」 と実感 で きる ように なれ ば、機 械翻 訳 とい うの

も本物 にな るので は ない か と思 い ます 。一
運 営 委 員 会

MTサ ミ ッ ト実行 委 員会

全プログラム委員会

企 画 広 報委員会

システム評価研究会

    (環境WG)

   (言語WG)

編 集 委 員 会

8月18日 海外 会員 募集 、翻訳 フ ェア コンセ ブ ト、ジ ャ。ナル編 集 方針 、収支 報告

9月25日 下期 事業 計画 、翻訳 フ ェア企 画案 、海外 会 員募 集、協賛依 頼 、

10月20日 上期 収支 状況 報告 、利用 技術 研究 会 設置 、翻訳 フ ェア準 備 状況 報告

9月25日 組織 委 員会 開催結 果 報告 、組織 体制 検 討

10月20日 展 示 会 開催要綱 検 討、プログ ラム案検 討 報告

10月6日111月10日 プログ ラム、講 演者検 討

8!28914911010/ilO!7101191119フ ェア企 画 案、プ ログ ラム案、運営 方法

9月4日 機械 翻訳 システ ムユ ーザ ヒア リング

9月4日 活動 方針 検討 、報 告 書案

9月4日'10月14日 機 械 翻訳 困難例 文 の分類 と英訳 例、日本 語 言換 え例 の研 究

9月21日AAMTジ ャー ナル編 集 方針 、 IAMTニ ューズ レター との整合 性一
(氏 名)   (住 所)

原 田 加代 子

波田野 昇

山 崎 正 昭

(電 話)
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グローバルコミュニケーションに向けての 国際協 力

MTサ ミットIV

日

場

時

所

平 成5年7月19日 ～22日

ホ テル ・オー クラ 神 戸(予 定)

◆ シ ン ポ ジ ウ ム(7月20～22日)

招 待 講 演 「MT Technology State and Art」 「MT Use

State of Art」 「From Erectronics Dictionary To Large

Knowledge Base Needs for Gloval Communication

等

 ナ シ ョナ ル ブ ロ ジ ェ ク トCICC, ATR, EDRビ ッ グ プ ロ

ジ ェ ク トVerb Mobil, EURO LANG Copes Project等 の研

究 成 果 の 発 表

パ ネ ル デ ィ ス カ シ ョ ン ・MTサ ミ ッ ト宣 言 等

◆ ワ ー ク シ ョ ッ プ(7月19日)

 1シ ソー ラス」 につ い て

◆ エクゼクティブ ブリーフィング(7月19日)

 「機械翻訳の仕組み」(仮題)

 r機械翻訳の利用法」(仮題)

◆機械 翻訳 シス テム展示会(7月20～22日)

 機械翻訳システム、ツール、翻訳辞書等

主 催(社)日 本 電子工 業振 興 協 会

     アジア太平 洋機 械 翻 訳 協 会

お詫びと訂正

 JAMTジ ャー ナルNa 7に お いて

誤 字があ りましたのでお詫 び致 します

とと もに訂正致 します。

頁!行

7/2

211最 下段

(誤)

小谷康造

古川章造

(正)

小谷泰造

古川章浩
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